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変革の能動者た らん とする青年として

真に豊かな生活の実現を通して

快適で活力ある地域を創造し
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世界の平和と繁栄に貢献L

地球上のすべて
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rather than of men, 
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human personality; and 

That service to humanity is the best 
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社会的・国家的・国際的な責任を自覚し

士、を同じ うする者、相集い、力を合わせ

明るい豊かな社会を築き上げよう

青年としての英知と勇気と情熱をもうて
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正しい経済の発展は
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1 9 9 2年度会頭所信

紋日本青年会議所会頭西 村 予史男

聞こえませんか、明日の声が

1990年をもって“団塊の世代”といわれた人々が全員、青年会議所を卒業されました。

テレビっ子世代、ビートルズ世代、ニューファミリ一世代と成長してきた過程で、ファッ

ションやライフスタイルだけでなく 、社会のすべてに大きな影響力をもってきた人々です。

良かれ、悪しかれ、蛾烈な受験戦争を巻きおこし、大学では学園紛争が吹き荒れました。

とにかく大変なノミワーです。彼らが大学を卒業した後には、無気力、無感動、無関心の世

代がキャンパスに溢れました。

そして今、新しい価値観と人生観を持ったメ ンバーが次々と入会する様になってきた青

年会議所も、このままでは同じ様な問題を生み出してしまう危険性を含んでいますO 新世

代が何を求めて入会してくるのか、 “明日の声”に耳を傾けなけれはなりませんつ

もし、 青年会議所自体の体貨を改革しないならば、今までのような膜力あふれる青年会

議所運動は持続できないと思います。

これからの人材は個性を尊重し、減点型人事評価から、加点型人事評価をしなければ育

ちませんO

団塊の世代がリードしてきた青年会議所運動と匹敵するパワーを持つ“明 日の青年会議

所運動”にする為には、若い力を思い切り発揮出来る組織運営をしなければなりませんO

個性豊かな、イノ ベーション型のリーダーを養成する為には、私たちが保守的になって

はなりませんO 青年として勇気を持って変革の波を起こし、 “明日の戸”を素直に聞ける

組織をつくろうではありませんか。

応援歌が聞こえますか

敗戦の焼野原の東京に、日本の青年会議所運動が起こり、時を同じくして、日本復興へ

の青年の夢と情熱を託し、各地に青年会議所が設立されました。

その各地青年会議所が、1951年、日本青年会議所を設立し、今年で40年を迎えました。

ここで大切な事は、 「日本各地に青年会議所が出来てから、日本青年会議所が出来た」と

しづ事です。当然、の事の様ですが、そこが重要な点なのです。決して「日本青年会議所が

各地に青年会議所を作った訳ではない」のです。従って青年会議所運動は、あくまでも地

域の運動であり、日本青年会議所は、その地域の運動の為に生まれた事になり ます。
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40年たった現在も、その精神は、不変です。 地域で活躍する青年会議所を応援し、連携

をとり、より良い運動とするのが日本青年会議所の任務なのです。

あらゆる情報や、 40年間に渡り蓄積されて来たノウハウを、そして、日本全国からお預

かりする優秀な人材を大いに活用して、 L0 Mサービスを充実させ、力一杯、地域への応

援歌をうたいます。闘った時の日本JC、頼りにされる日本JC、そんな運営に徹したい

と考えます。

人の“こころ”は、ひょっとして地球より大きなものかもしれませんO しかし、 意識の

持ち方によっては、何よりも小さなものになるかもしれませんO

ふるさと、それは一人一人の心の中にあるのです。地球をすっぽりと、 “こころ”の中

に納めてしま う地球市民が、 一人でも多くなったら、素敵な時代が生まれるはずです。

ちょっと素敵な時代、それは、地球市民の時代だと思うのです。

（一部を掲載〉
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1 9 9 2年度会長所信

紋日本青年会議所関東地区

神奈川ブロック協議会会長飯 沼 寛 雄

《地球市民の時代〉

私には妻と三人の子供がし、ます。ごく普通のありふれた家庭なのです。私と家族との関

係を考えるとき、それは日常的にはあまりにもあたりまえの連続で、私はいままで家族と

のかかわりなど、特に考えたこともありませんO しかし家族誕生の起因を考えるとき、当

然のことですが、それは相手があって初めて夫婦になれるわけで、一人では夫婦にはなれ

ませんO そして子供が生まれると同時に私たちは、ごく自然に父となり、母となり ましずこ。

つまり私たちは言い方を変えれば、子供達の《おかげ〉で父となり、母となったともいえ

ます。一人では父にも母にもなれませんO 私たちの人間関係に置き換えて考えると、例え

ばJCでも先輩がし、たり、後輩がし、たりします。しかしよく考えてみますと、組織のなか

に後輩が入ってきたとき、その人は初めて先輩になれるのです。つまり大先輩もチヨット

先輩も、後輩のくおかげ〉でごく自然に先輩になれたのです。また 「働く 」という一つの

行為を例にとっても、働くのは自分の意志ですが、働く仕事や場所がなければ、働くこと

ができませんO ですから働くということは、同時に 「働かせていただく 」と いうことにな

るのです。つまり、すべての物事は、いろいろなものと関係し合ってできているのです。

経済大国となった日本も、もちろん世界の国々、世界中の人々のくおかげ〉で今の繁栄が

あるのです。わたし達は、あらためて意識するしないにかかわらず世界中の多くの人や、

様々なものの〈おかげ〉でいまのいのちを生きているのです。いや、生かされているので

す。生きるということは、同時に生かされているということなのです。だからすべての人

のいのちが平等で大事なのです。 人のいのちの尊さを骨身にしみて感じる人が世界中に増

えれば、暴力や戦争はおのずから無くなるはずです。私はこれからの時代は、自分の思っ

ている事や価値感、人生感をしっかりと表明できる自立の精神と同時に、世界中のすべて

の人や物と共に生きる＜共生＞の思想、いわゆる＜地球市民意識＞が求められると思いま

す。今、私たちは青年として、 JCマンとして、まちづくりの担い手としてまさしく地球

市民としての行動をすべきだと思います。

くふるさと地球にやさしさを〉

’ω年代は“地球を大切に”というエコロジーの時代を迎え、地球環境問題は今まさに
ブームの頂点にいる感がし、たします。しかしこの問題を単にブームとしてとらえるだけで

いいのでしょうか。熱狂的な状態、浮かれている状態をブームと呼んでいますが、とかく
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ブームは一時的な現象で終ってしま います。しかし環境問題はそれではいけないのです。

自然だ、地球だといったマスコミのとりあげる一時的なブームに流されず、自分たちの足

元に忍びよ る公害、環境汚染問題に注目し、身近かなところから、地域社会の環境保全に

真剣に取り組むべきではないでしょ うか。環境運動は生活に根ざした地道な努力の積み重

ねにより、初めてやさしい自然環境 「ふるさと地球」を守ることができるのです。

今日の地球環境問題は日本だけの問題ではないし、また外国の話でもないのです。

地球に住む一人一人が「地球市民」とし、う意識をもって自分たちの環境を守るために何ら

かの行動をとることが必要だと思います。その先端を今われわれが聞いてゆく活動をしな

くてはなりませんO

「シンクグローバリ一、アクトローカリー」としづ 言葉があります。この言葉の意味は、

地球規模で考え、足元から行動を起こそ うとしづ事です。そしてわれわれが今すべき行動

とは、まさし くアクトローカリーなのです。 「地方の時代」 を標傍した神奈川、私はまさ

に神奈川から、そして JCから本当に地に足のついた環境運動に取り組むべきだと思いま

す。

私たちが生きている地球、生かされている地球を、私たちの子供達に受けついでもらうた

めに・・・・・・・・・ 。

〈夢を大きく、もっと素敵に〉

あなたは自分のまちを愛していますか？

まちの歴史や文化を語れますか？

あなたのまちに夢がありますか？

その“夢”を瞳を輝かせて語れますか？

J Cはまちを変えていますか？

愛するまちの“夢”を描いて事業に取り組んでいますか？

あなたのまちにはJCは無くてはならない存在ですか？

そして、あなたはJCに誇りを持っていますか？

私は最初にこの文にふれたときがくぜ、んとしました。心の底からYE Sといえる項目がほ

とんどないのです。そして連日のように JC、JCといって時聞を費し、懸命に努力をし

ているはずだった自分はなんだったんだろうという思いにかられました。そして思し、まし

た。青年会議所に籍をおくメンバーとして自信をもってすべての項目をYE Sといえるよ

うになりたいと。この思いはおそらく私だけではないと思います。

地域ビジョンの確立、 lLOMl物語運動、今、それぞれのL0 Mで自分達の子や孫に明

るい豊かなふるさとを残そうと必死にまちづくり運動にまい進しています。
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自分達のまちは自分達でつく るんだとい う明確な意志をもって、それぞれのL0 Mがビジ

ョンと行動を一致させる努力と、今起ころうとしている変化を体系的にとらえ地域にあっ

た対応策を創造していくことが必要だと思います。まちづくりは行政だけではできませんO

ましてや jCだけでもできませんO 多くの人と語り自分達のまちをよく知り、その上で市

民・行政、そしてマスコミとのネットワーク化をはかり、純粋に又、時にはしたたかに運

動を展開することが必要だと思います。私たちの住む地域は地域に住む私たちの手で創り

あげていくものです。各地の夢を実現に向けて行動するのは、それぞれの地に住む青年会

議所です。ブロック協議会はその夢をもっと大きく 、も っと素敵にする為のお手伝いがで

きるような活動を積極的に推進していきたいと思います。

《神奈川はひとつ〉

神奈川ブロック協議会の存在意義は、 21L 0 Mの活力と発展の上に成り立っていくもの

であり、ブロ ックを通じて 「神奈川は一つ」 を合言葉に全会員が青年会議所メンパーとし

ての心を一つにし、未来の神奈川が、あるいは地域社会が、より心豊かな生活環境と、生

きがい、働きがし、のある「まちづくり」を達成する為の一助として、その役割を大いに発

揮してし、くことにあると考えますO 今一つのL0 Mだけでは解決できない問題や全体で取

り組むべき課題などは数多くあります。例えば首都圏第3空港の問題・県下の東西南北の

バランス問題 ・県西部の地震対策、あるいは、 L0 M内の会員拡大、地域ビジョンの確立

等々これらの広域的な問題や共通の課題の解決の為にブロック協議会がコーディネーター

としての機能を発揮し十分に論議し、解決策を模索することにより、 L0 M間同志のコミ

ュニケーションが更に強まり、地域間のネットワークが発展的に推し進められると考えて

います。ブロック協議会として、各地青年会議所間あるいは地区協議会、日本青年会議所

を結ぶ連絡調整機関としての役割はもとより、情報伝達 ・情報サービスの促進、各地青年

会議所の人材と情報を育成するための場としての研修機能の充実、特に新人研修について

はブロックならではの内容の充実をはかれさらには運営 ・組織・運動の改革等、魅力あ

ふれる神奈川ブロック協議会をめざし、私自身、力のあらん限り懸命に努力してまいる所

存であります。伝統ある神奈川ブロック協議会発展のために、会員諸兄のご理解ご協力を

心からお願い申し上げます。

- ::i -



社団法人 日本青年会議所関東地区

神奈川ブロック協議会

1 9 9 2年度基本方針

基本理

地球市民として、地球にやさしさを、地域に素敵きを

基本方針

1. やさしさあふれる地球づくり

2. 地球市民の時代の人づくり

3. 素敵さあふれるまちづくり

4. 魅力あふれる JCづくり
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1 9 9 2年度理事長所信

一基本的運動論と方向性一

訳逗子葉山青年会議所理事長田 中 俊 樹

現在、日本青年会議所は、 754LOM 6万5千余名のメ ンバーより構成されており、そ

れぞれの地域で綱領にそった 「明るい豊かなまちづくり」を基本理念に積極的な活動が行

われてきています。日本青年会議所と逗子葉山青年会議所の歴史を学ぶことにより、その

歩みと主流の方向性の中に新たな一歩を踏み出したいと考えております。

私は 1988年の関東地区意識活性化特別委員会に出向させていただいた折、同委員会で

は宣言文の見直しを行し＼時代にあった運動理念に変える必要があるのではないかという

結論を出しました。翌年には日本JCから新宣言が発表され、一昨年頃までは何か言いづ

らかったのも記憶に新しいと思います。ところが内容の変わったこの新宣言も 1990年の豊

橋での全国大会より JC宣言と して認知され、何の違和感もなく朗読されるようになりま

した。このJC宣言と綱領の中に現代のJCマンとしての基本的スタンスが凝縮されてい

るのではないでしょうか。今一度全メンバーもその内容の意味するところを潜在意識の中

に深く刻みこんでし、ただきたいと思います。

本年度は、この運動理念にそった地域活動と同時に、組織運営が円滑に運ぶように、そ

の心構えとして『心構え17項』を作成しました。解りやすく活動しやすし＼そして笑顔の

ある一年間としたし、と思っております。さらによくいわれる青年会議所運動の二本柱の人

づくりとまちづくりには、どちらにも相通ずる二つの基本的スタンスがあると考えます。

その一つは今ある問題を解決すること、もう一つは夢とビジョンを描くことです。

人づくりとしては、メンバーの家庭や会社での個人的、経済的問題の解決の糸口をみつ

けだし、明るい生活と経営を向上させることのできる手段などを学び取れるような活動内

容を考えております。

まちづくりに関しては、地域の問題解決への話合いの場の提供や、シンポジウムの開催

なども考えられ、他方ではまちの夢やビジョンを具体的に提言していければと考えていま

す。これらは悲しみを取り除き、喜びを与える無私の中にある慈悲の心にも通ずるのでは

ないでしょうか。 JCマンの個人の成功は地域の活性化につながり、 JCなくして逗子葉

山の未来は語れなし＼そんな活動団体でなくてはいけないと信じています。今の私たちの

時代にすぐに出来なくても、後に続く後輩達の時代にはそうなることを願し、つつ、理想に

向かい、 「一日一生」の想いで、メンパーと共に足並みをそろえながらこの階段を上がる

と同時に基礎がためを行ってし、く所存であります。 時間の無駄とは消したくなるような思

し、出を作ること。全メンパー総力を結集し、すばらしい思い出を作るように頑張ろうでは

ありませんか。

皆様の絶大なる御協力と御支援を重ねてお願い申し上げます。



「心構え 17 項 」

和を以って貴しと似す

この17項は、聖徳太子の考えを基本にしており、 21世紀の日本の青年会議所にも用いる

ことが出来ればと願い、恐れ多くも現代版にも改良してみました。

原本を作るにあたって「詩経」 「書経J「礼記」 「論語」 「中庸」 「孟子」 「管子」 「央

記」 「漢習」などが参考になったと言われております。当時の道徳と律法の集大成であっ

たと同時に、日本における組織運営の原点と言えるのではないでしょうか。

本年度、（社）逗子葉山青年会議所の運動を展開していく上で、この 「心構え17項」を私の

信念（心の柱〉とさせていただき、会員諸兄におかれましては、組織運営を円滑にするた

めの基本的な心構えとしていただきたいと思います。

l項 まず和をもってすべての事項に接して下さし、。

皆意見は、違うものです。先輩が穏やかで後輩が素直であればJC運動で達成

出来ないものはありませんO

2項 Thatfaith in God gives meaning and purpose to human life‘ 

（信仰は人生に意義と目的を与える〉は、JC Iクリードの最初の句です。

自問してみて下さし、。

3項 父母祖先を敬うと同様、今日まで育てていただし、たOB諸兄には敬意を払い組

織の先輩には進んで協力 しましょう。

4項 理事は秩序の正しさを重んじましょう。理事が秩序を守らなければ、一般会員

も守りませんO

全員の会員が秩序を守れば、組織はスムーズに動きます。

5項 私欲を捨て勇気を持って意見を述べましょう。

そして、問題があるときは出来るだけ早く先輩に相談しまし ょう。

6項 善を勧め、悪をこ らしめるのは、古くからの良い教え方です。人にへつらった

り、こぴたり、人の欠点や悪口を言う人は、（社）逗子葉山青年会議所に忠義の

心なく 、同時に他の会員に思いやりのなし、証です。

やがては、組織を乱します。

7項 人生は劇場です。一年間与えられた役を如何に完全に演じられるか自分を試し

して下さい。
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一人一人が立派に役を演じると人に感動を与えられ自分たちにも良い思い出と

なります。

本年度 の役を演じるのは です。

8項 理事は、一般会員以上にJC優先に時間割を考えて下さし、。

埋事が動かないとその下の会員が迷惑します。

9項 人を信じることは、正義のもとです。

不信感を抱くと全ての失敗の原因になります。

10項 人間にはそれぞれの心があり、意見が違うものです。

ですから、意見が違うと言って怒ったりしてはいけませんO

善悪 ・優劣は、だれにも決められませんO

11項 功績をほめ、失敗は、素直に詫びるようにしましょう。

12項 理事は、自分たちのためだけに会員を動かしてはいけませんO

13項 全会員は担当委員会を明確にし、その活動内容を把握して下さし、。もし、仕事

や病気で活動出来ない場合は、必ず先輩の人と相談し代わりの人が行うように

して下さし、。また、復帰した際には、現状をよ く把握し、 会議を乱さないよう

に心がけて下さし、。

14項 まれにしかない才能を見たときには、一緒に悦びましょう。

他人を嫉妬し始めると、自分をだめにします。

15項 自らを後にし、（社）逗子葉山青年会議所の為に活動する ことも会員の役目だと

思います。

J C活動を嘆く と周りの心が乱れ組織に悪影響を与えます。

悩みごとがあるときは嘆く前にまず先輩に相談して下さし、。

16項 会員が仕事で忙しいときは、無理矢理JCの仕事を押しつけないで下さし、。

時を待ちましょう。

17項 独断で決定しないようにしましょう。必ず多くの人と相談するように心がけて

下さし、。
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意識の脱皮、自らの殻を破れ．ノ

1992年度・ 訳逗子葉山青年会議所スローガン

夢をかたちにまちづくり

歌おう地球の応援歌

1992年度・訳 日本青年会議所スローガン
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1 9 9 2年度例会・理事会日程表

月 第 l例会 m. 当 第 2例会 担 、ゴI/ 一ニ－－：ー1.又lし ヱど主エ、 理事 会

22日 総 立£三』 8日 14日
l月

（水） 拡大 ・総務委員会 （水） （火）

2 ）ヲ
5 H 
地 う丈

19日
f三』 貝 研 修

4日 12日

（水）
域 流

（水） （火） （水）

3月
4日

ブロック公式訪問
18日

さ
5日 11日

品、 る と
（水） （水） （木） （水）

4月
8日
地 父 流

22日
広 報

7日 15日

（水）
域

（水） （火） （水）

20 lJ 
貝 研 修

6日 13日
5月

（水）
z乙｝、

（水） （水）

3円
地

17日 l日 1 0日
6月

（水）
域 交 流

（水）
拡 大

（月） （水）

7月
8日 19日 ブロック会員大会 6日 15日

る さ と
（水） （日） （茅ケ崎） （月） （水）

19は 工ε三』五 5 日 12日
8月

（水） 総務委員会 ・拡大 （水） （水）

9月
1 1日 16日

貝 研 修
l日 9日

（金）
県 じ や f〕＼

（水）
ヨ企三』ζ 

（火） （水）

3日 全 同 大 ヱ乙ミ』 21日 3 L 。M 8日 14日
10月

（土） （ 函館 ） （水） （藤沢 ） （木） （水）

4日
-::X 

18日
年
2日 1 1日

1 1月 ふ〉 る と 30 周
（水） （水） （月） （水）

21日 総会 ・卒業式 2日 9日
12月

（月） 総務委員会 ・拡大 （水〉 （水）
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11 
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16 

17 

18 

19 

20 

21 

。周年

1 9 9 2年度公式訪問・ 0周年日程表

訪 「』 け

2月 10日 （月）

2月 13日（木）

2月 18t:l （火）

2月 19[:::I （水）

2月 20日（木）

2月 27日（木）

3月 3日（火〉

3月 4 日（水）

3月 6日（金）

3月 10日（火）

3月 17日（火）

3月 18日（水）

3月23日（月）

3月 24日 （火）

4月 2日 （木）

4月 6日（月）

4月 7日（火）

4月 14日（火）

4月20日（月）

4月 23日 （木）

5月 8日 （金）

6月14日

9月20日

L 0 M 名

津久井 JC 

国E 11=~ C 

鎌 倉 C 

横須賀 JC 

綾 伴責 C 

藤 沢 C 

厚 木 C 

逗子葉山 J C 

）｜｜ 崎 C 

海老名 JC 

大 平日 C 

-- 1雨 C 一

秦 野 C 

小田原 JC 

平 塚 C 

実 J 11 C 

伊勢原 J C 

茅ケ !I碕 J C 

あしがら JC 

相模原 J C 

横 浜 C 

横須賀 JC 40周年

三浦 jC 30周年

9月～10月 津久井 JC 1 0周年

一14-
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1 9 9 2年度 役 貝 名 簿

役職名 氏 名 住 所

理事長 同 中 俊 十宣t 神奈川県鎌倉市大町 6丁目 6者14号

直前理事長 鈴 田 j文 」て：己コi 神奈川県三浦郡葉山町－堀内 18 8 7番地
副理事長 斉 藤 恵一郎 神奈川県横浜市金沢氏六浦町 65 2番地の 94 

，， 松 井 良日 神奈川県横須賀市久里浜 5丁目 15番 10母

／／ 左μ」［ 田 満 久 神奈川県三浦郡葉山町長柄 1642-253

専務理事 西ー l崎 ｜盗 神奈川県横浜市栄区上之町 9番地の 5

室長理事 ’日iご土二~’ 長 純 也 神奈川県三浦郡葉山町長柄 15 5 8番地の 8

，， 沼 田 政 久 神奈川県逗子市桜山 5丁目 7番 13号 C号

／／ 斉 藤 宏 神奈川県三浦郡葉山町堀内 36 5番地

理 事 渡 辺 浩 J争じι－、 神奈川県横須賀市二葉 1丁目 1番 11号

／／ 平 里子 告A 神奈川県逗f市新宿 2丁目 li番 17号

〆／ 山 上 良 神奈川県志子市池子 2丁目 4番 15号

，， 村 田 新 神奈川県逗子市桜山 5丁 目12番地A-4一

／／ 野 田 i、＼ 一 神奈川県三浦郡葉山町堀内 18 2 6番地

，， 藤 原 美 樹 神奈川県逗子市桜LL-19丁 目2番 39号

〆／ 照、 沼 イJ 神奈川県逗子市山の根 3丁目 11番 21号

，， 西 尾 ,t.:lじJρ 幸 神奈川県逗子市久木 8丁目 19番 61号

ノ／ 若 林 一 良日 神奈川県横須賀市小川町 25番地の3 4 0 3号

〆ノ 亡にと~ 田 J慎 一 神奈川県逗子市池子 2丁目 l番 7号

／／ 角 田 長 久 神奈川県逗子市逗子 5丁目 8番 3号

ノノ 森 谷 仁 J二じ七、 神奈川県三浦君陳山町長柄1023番地のlメゾン葉山101 

〆ノ 手前 守 宏 之 神奈川県三浦郡葉山町一色 14 8 7番地

，， 佐久間 浩 神奈川県横須賀市秩谷 54 1 3番地

，， 日1 尻 清 久 神奈川県三浦郡葉山町堀内 10 0 5番地

監 事 大 里子 JI慎 啓 神奈川県逗子市久木 5丁目 12番 17号

〆／ 梶 J 11 雄． 司 神奈川県逗子市久木 4丁目 13番 20号

－
「

υ



1 9 9 2年度 出向者名簿

神奈川ブロック協議会出向者名

会員会議所執行部会議 代表委員 左μ＿王I 田 満 久

，， 委員 斉 藤 恵一郎

，， 委員 松 升1 良R

会員大会連絡会議 委員 干泊 守 1J,『〈 之

首都圏第 3空港特別委員会 委員 斉 藤 チ日 彦

ふるさと 地球運動推進特別委員会 委員 若 林 虫日

地域ビ ジョン策定特別委員会 委員 斉 藤 宏

研修スグール特別委員会 副委員長 沼 田 政 久

，， 委員 手口 智 徹

，， 委員 近 括責

コミュニケ ーション推進特別委員会 副委員長 松 井 良日

，， 委員 大 竹 和 芳

総務財務特別委員会 委員 r晶＝生~ 長 京宅 也

広報特別委員会 委員 下 山 正 一

8ブ ロ ッグ合同研修

関東地区協議会出向者名

委員沼 田政久

全国大会特別委員会

日本青年会議所出向者名

副委員長 鈴 回 茂 亘口

委員西尾忠幸
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1 9 9 2年度事業 計 画 書

ふるさとづくり事業 ふるさとづくり委員会

委員長 照沼信行

l. 事業方針

地域の夢と問題を自然環境や文化というフィルダーを通して考え， より強い「地域愛」を

育成し，地域住民と共にふるさと逗子，ふるさ と葉山づくりに貢献してし、く。

2 事業内容

① 研修会の開催

(7) 主 題 地域の自然環境の探求

付）時期 平成 4年3月

（ウ） 場 所 逗子市 ・葉山町

仲対象人員

② 研修会の開催

ケ）主題

仔）時期

（ウ）場所

伺対象人員

100名程度

地域住民と自然環境について探求

平成4年7月

逗子市商工会館

100名程度

③ シンポジウムの開｛雀

〈ア） 主 題 自然環境の夢と問題提議

仔）時期平成4年11月

（吟場 所 逗子市商工会館

件） 対象人員 100名程度

地域交流事業 地域 交 流 委員会

委員長 藤原美樹

l. 事業方針

現在の行政活動の流れを認識しながら，今後の活動や方向性を考え，逗子 ・葉山の特件ーで

ある海を利用したスポーツを通して，行政や地域住民と交流を深める。

2 事業内 容

① 講演会の開催

ケ） 主 題 逗子地域社会の問題探求

門
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（イ）時 即j 平成 4年 2月

（叫場 pfi・ ill-f市商工会館

判 ii茸 師 地域行政関係

付） 対象人員 50名程度

① 講演会の開催

〈ア〉 主 題 葉山地域社会の問題採求

（イ） B寺 期 平成 41ド4月

(17）場 所 逗子市商工会館

科講 I~町 地域千］政関係

制対象人員 50名程度

① ジェットスキー大会

〈ア）主 題 行政 ・諸｜五体等との共同の開催

Lイ） IIヰ j切 平成 4年 6月

｛ウ〕場 ifr 葉山町内

件） 対象人員 200名程度

会員研修事業 会員研修安員会

委員長 野間公一

1. 事業方針

新しい時代のリーダー， リーダーシップについて 2回の例会を通して研修し，意識の向上

を医｜る。

2 事業内 容

① 講演会の開催

ケ） 主 !t見 最も身近なリーダーシッ プ

（イ）時 却j 平成 41-j三2月

（ウ）場 所 逗子市商工会館

｛ェj 講 師 境野勝悟氏

制対象人員 近子 ・葉山JC会員

② 家族会の実施

ケ）主 題 会員と家族の親睦を深める

付）時 期 平成 4年 5月

（ウ）場 所 近郊

件） 対象人員 逗子 ・葉山JC会員と家族

-]~- 



③ 講演会の開催

(7) 主 題 さらに大きなリ ーダー シッフ。へ

仔）時 期 平成 4年 9月

（ウ）場 所 逗子市商工会館

件）講 師 未定

付） 対象人員 逗子 ・葉山JC会員

拡大アカデミ一事業 拡大アカデミー委員会

委員長 村田新二

l. 事業方針

会員拡大を計り， J C運動や各種活動，組織について研修をおこない， OB諸兄・会員聞

の親睦を深める。

2 事業内容

① 賀詞交歓会の開催

tア）主 題 賀詞交歓会

仔）時期平成 4年 l月

（ウ）場 所 ポモドーログニ

ド） 対象人員 80名程度

② 研修会の開催

ケ）主 題 新入会員・会員の研修

付）時 期 平成 4年6月

（ウ）場 所 逗子市

制対象人員 70名程度

③ 親睦会の開催

ケ）主 題 相互間の親睦の深める

仔）時 期 平成 4年8月 ・12月

（司場 所 逗子市 ・葉山町

ド） 対象人員 100名程度

広 報 事 業 広 報 委 員 企3三』三

委員長 山上 良

l 事業方針

LO M唯一の機陶誌としての責任を認識し，情報・報告を広い視点で捕えながらL0 Mの
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中での活動内容，各委員会の例会PR等を重点に，価値ある情報を提供するこ とを目指し，

同時に個人の意見を尊重した魅力のある広報誌を作成することにより会員の心豊かな成長と

先輩を重んじる心の育成を閃り，OBと現役メンバーとのきずなを深めることを目的とし，

併せて，委員会メンバー全員が一年間の活動によって，文書作成能力及び実行力 ・表現力等

が広報活動を通してメンバ一個々の能力を向上させることを目標とする。

2. 事業内容

① 機関誌「 JC, PRES S」の発わ

ケ）内 容 例会PR，各委員会事業報告，OB及び会員の夢物語

250部を年 7閉

会員，OB及び地域経済団体他

l月， 3月， 5月， 7月， 9月，10月，12月の第二例会に発行予定

PRES S」の発行

J Cの歩み， J CのPR, J Cとしての役割，在り方

30,000枚

逗子，葉山一般住民に新聞折り込み

4月下旬予定

③ 0 Bとの合同例会

開 主 題 0 B合同例会

付）時期平成4年 4月

（吋場 所 逗子もしくは葉山内

制対象人員 メンバー及びOB 180名

④ 葉山町事業の協力

ケ）内 容 葉山町で行なわれる献血事業の協力

付）時期平成4年 3月

（叫場 所 葉山町役場前

同対象人員 メンバ－及び一市ー町

① 近隣青年会議所との合同事業

Lイ） 発行部数

（ウ）配布先

件）発行日

② 対外誌「 JC 

ケ）内 容

付） 発行部数

（ウ） 配布方法

判発行日

〈ア）主 県貢 逗子，鎌倉，藤沢青年会議所合同例会

（イ） 時 期 平成 4年10月

（ウ）場 所 藤沢市内

件） 対象人員 3団体の会員を対象に 200名程度

付）会 費 6,000円
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総務事 業 総務委員会

委員長 平野佳一

l. 事業方 針

社団法人逗子葉山青年会議所の事業 ・会計 ・会議の違営等総括的職務を遂行し，すべての

活動が円滑かつ的確に運営される ように努力する。

0 通常総会及び卒業式（ 1月・ 8月・12月）年 3回

0 出席率の発表 J Cニュースへの掲載

0 会員必携は写真入りで作成（ネクタイ着用）

0 全会員の名刺を作成（写真入り〉

0 新入会員の書類のまとめをする

0 総会資料の作成・理事の変更登記及び県への報告 ・会費の登録

。会費の徴収
0 財務会計の管理

0 倉庫の整理及び備品の管理

0 新入会員入会式担当

0 理事会の議事録を作成します。

2. 事業内容

① 総会の開催

げ）主 題 第 l回通常総会

げ）時 期 平成 4年 l月

（司場 所 逗子市商工会館

仲対象人員 100名程度

② 総会の開催

ケ） 主 題 第 2回通常総会

付） 時 期 平成 4年 8月

（吋場 所 未定

ド） 対象人員 100名程度

① 総会の開催

ケ）主 題 第 3回通常総会 ・卒業式

付）時 期 平成 4守一12月

（ウ）場 所 葉山町

ド） 対象人員 100名程度
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運営事業 運 営 局

局長渡辺浩志

1. 事業方針

現代社会にあって，人との付合や交わりはかなり多いものである。ましてや，青年会議所

という公に認知されている団体であれは尚更である。 地域との関係 ・行政との関係 ・近隣J

C・ブロック・日本 jC等相当数の交流である。

過去のL0 M内においては，毎年一人か二人で千Jってきたこれらのことを本年度は組織と

して対応し，システム化を閃 りそれを通して，メンバーが成長することを目的とする。

o LO M及び理事会が円滑に運営されるよ う務める。

o LO Mの渉外役として，会議・式典・大会等の情報を収集し，いち早く会員に知らしめ

積極的に参加するよう働きかける。

0 日本 JC ・地医・ブロックへの出向者の広報支援を行う。

0 出向者報告書・委員会報告書の取りまとめを行う。

0 専務理事直属として，その仕事の補佐をする。

。京都会議
o ASPAC 

0 大田地区コンペンション

0 青年経済人会議

2 事業内容

① 公式訪問の開催

l月25日出・ 26日（日）

5月21日附～24日（日）

7月11日出・ 12日（臼）

7月25日l土j・26日旧）

ケ）主 題 神奈川ブロック協議会会長公式訪問

付）時 期 平成 4年 3月

（ウ）場 所 未定

制対象人員 100名程度

② 各種大会への参加

ケ）主 題 神奈川ブロック会員大会への参加

仔）時 期 平成 4年 7月

（ウ）場 所 茅ケ崎

制対象人員 60名程度

③ 各種大会への参加

〈ア〉 主 題 全国会員大会への参加

仔）時 期 平成 4年10月

（ウ）場 所 函館

件） 対象人員 100名程度
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県じゃが実行事業 県じゃが実行委員会

委員長 岩田満久

l. 事業方針

1992年度の「神奈川ブロックじゃがし、も大会」を（社）逗子葉山青年会議所にて主管する

ことが正式に決定致しました。本大会を成功させるための企画，立案，運営等を行うことを

目的とし， 『県じゃが実行委；員会』を組織します。また，本大会を運営，開催することによ

り， LO M全メ ンバーが結束し，LOMの活性化を促すと共に，委員会並びにL0 Mメンバー

全員が成長することを目的とします。

2 事業内容

CD 県じゃがの開催

ケ） + 題 神奈川ブロ ック じゃがし、も大会

Lイ）時 期 平成4年 9月

（叫場 所 未定

件） 対象人員 160名程度

30周年準備事業 30周年準備委員会

委員長 梶川雄司

l. 事業方 針

私たちの青年会議所も 3年後の 1994年（平成 6午）には，創立30周年を迎えます。30周

年といっても考えかたでは一つの通過点かも知れません。しかし昭和39年，この逗子 ・葉山

の地に『明るいそうかな社会づくりJの理念を掲げ逗子青年会議所が誕生しま した。そして，

] Cの理念，時代背景，地域に根差した事業を次々に展開してきました。 1987年には法人

格を取得し， 199 0 ipこは名称も逗f葉山青年会議所となり ました。しかし現在の逗子葉山

青年会議所を作ったのは，卒業された多くの先輩方，諸団体，地域の方々だという ことを決

して忘れてはいけないと思います。そのためにも30！，司｛fを一つのrZ切り とし，過去の反省、 と

21世紀にj(1jけメンバ一一人一人が初心に返って JC運動を展附する始まり の時にしたし、と思

います。そのために，変；員会では次のように毛えます。

ω 1・OBの民IJ/j
メンハー とOBとの:cli:Mを街にし，その為の例会をー｜日llJ/JJLil

(2) 30J,'.N-J;t礎資料の研究 ・fr1R：・1rv,H
記念よ典 ・記念品加 ・記念事業 ・記念，；，仁子

。] Cなんでも相，；炎本のIJIいぜ
J Cでの挺t:u，不利匂私たちの解る；iむlJ-11でつお符；乙 します。

2. ・j¥.業 ｜付’内

σ＇） L ；出 20/id11--V: -t:fiHf1'1A:111' fi1/1 
（イ） IL11 Jllj 、＼iJ1X:4 {1:・ 11 I J 

付場 所 ill (1打商工会rtll

村文、I匁人l! lOOf,fJ,':i込
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1 9 9 2年度収支予算書

( 199 2年 1月1日から 1992年12月31日まで）

収入の部 （単位：円）

手斗 目 予 算 前年度予算 増 減 備 考

l.入 会金 収入 260, 000 400, 000 ム 140,000 
入会金収入 260, 000 400, 000 ム 140,000 新入会員 13名× 20,000

2.会 費 収 入 6, 643, 700 6, 750, 200 ム 106, 500 
乙ヱエ〉、 費 収 入 6, 643, 700 6, 750, 200 ム 106, 500 正会員会費 4,620,0001 

55名×12×7,000

正会員特別会費 864,500 

55名×13,000十 13名×11,500

新入会員会費 弘6,000

13名×6カ月×7,000

特別会員終身会費 350,000 

( 7 + 7）×25,000 

事務所取得積立金 163,200 

(55+13）×2,400 

賛助会員会費 100,000 

10,000 ( 1口） ×10名

3.助成金収入 350, 000 150, 000 200, 000 

民間助成金収入 350, 000 150, 000 200, 000 同友会 150,000 

逗子RC 100,000 

葉山RC 100,000 

4.雑 収 入 300, 000 300, 000 。
雑 収 入 300, 000 300, 000 。祝儀等

5.繰入 金収入 。 。 。
繰入金収入 。 。 。

当期収 入合計 7, 553, 700 7, 600, 200 ム46,500 

前期繰越収支差額 600, 275 l, 306, 259 ム705,984 

件叉 入 l口』 言十 8, 153, 975 I 8, 906, 459 ム752,484 

F
h
d
 

円
ノ
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支出の部

科 同 予 算 !?ii千｜度予算 用 減 {I/ti -t-

l.ふるさとづくり事業貨 450, 000 670, 000 ム 220,000 
研修会の開催費 450, 000 670, 000 ム 220,000 什 3恒！

諸謝金 lffi, 500 

賃借料 75,000 

通信費 15,000 

印刷費 120,000 

消耗品費 40,000 

予備費 13,500 

2地域交流事業費 1. 500, 000 2, 030, 000 ム 530,000 
講演会のl:HJ1経費 100, 000 400, 000 ム300,000 年 2回

会 議！仕 30,000 

通信技 5,740 

印 htilJ 費 l, 180 

賃借料 12, 720 

消耗品技 18,540 

諸謝令 15., 000 

予備針 16,820 

イベ ントの開催主主 460, 000 630, 000 ム 170,000 印刷費 100,000 

消耗品費 印，000

通信皆 8,850 

会 i議費 80,000 

福利厚生費 80,000 

諸謝金 111,111 

予備費 20,039 

各種大会への助成金 370, 000 610, 000 ム 240,000 全国大会 300,000 

関東地医大会 10,000 

青年経済人 10,000 

京都会議 関，000

負担1 イ~支山 5 70, 000 390, 000 180, 000 l:l本 JC 40,000 

神奈川ブロック 120,000 

会員会議所 410,000 

3会員研修事業針 710, 000 790, 000 ム 80,000 
親 l士会の開催 150, 000 。 150, 000 通イ／f 1'f 4,510 

印刷封 5,590 

消耗 i'fi~ fi 9. 270 

会議 1'i: 126,000 

子。1/i ’i'l 4,630 

,itfi:演会の 1Jl・l1W 560, 000 790, 000 ム 230,000 イI'・2 [!_ii 
ぷ謝イF,: 474,410 

j凶 ｛， ;・ 'fi 4,510 

FiJ h1J1J 11, 1切

ft~ H ,'it'1 'fi 18,540 

会 l日比 1'i: 20,000 

po 
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手ヰ 目 予 算 ｜前 年度予算 増 減 l 備 考

l賃借料 14,560 

1予備費 16,800 

4拡大アカ デミ 一事業費 600, 000 460, 000 140, 000 

親睦会の陶催費 380, 000 260, 000 120, 000 年 3回

研修会の開催費 220, 000 200, ooo I 20, 000 諸謝 金 邸，000

l賃借料 7,280 

｜通信費 2,255 

印刷費 3,095 

｜消耗品費 135. 770 

l予 備費 6,600 

5広報事業費 650, 000 630. 000 20, 000 f 

機関誌の発行費 550, 000 608, 000 ム 58,000 年 8回

0 Bとの合同事業費 20, 000 22, 000 ム2.000 
通子会印 議信刷備 費費費費

2,200 
15,334 
l, 910 
556 

近隣同 J C と の 80, 000 。 80, 000 諸謝 金 60,000 
合 事業費 通信費 2. 255 

印刷 費 15, 550 

予備費 2. 195 

6県じゃがし、も実行事業費 100, 000 100, 000 消耗品費 97,000 

予備費 3,000 

7.30周年準備事業費 100, 000 100, 000 賃借料 30,000 

通 信 費 14. 268 

SP 刷費 54, 130 

予備費 l, 602 

8運 営 費 3, 480, 775 3, 649, 259 ム 168,484 
ヱ之ミ〉、 議 費 192, 800 322, 800 ム 130,000 公式訪問 1(氾，000

通常総会 ~ , 000 

理事会会場費 62,800 

旅費交通費 150, 000 150, 000 。
通 費 100, 000 100, 000 。電話 代 30,000 

葉書 代 70,000 

消耗什器備品 20, 000 20, 000 。
消 耗 1＇コl口 費 166, 400 192, 000 ム 25,600 ネームプレート 1300・ 36,400 

｜パッチ 1500"13 

I J C手帳 650×200問 130.000 

印 MIJ 費 1, 165. 275 l, 046, 189 119. 086 総会資料 300,000 

i 印 同IJ 賀 SEO, 275 

｜看板代 日，000

｜封筒代 日，000

便受代 20,000 

例会，E宅事会通知 80,000 

つ】



科 目 予 算 ,Jif年度予算 増 減 伯ニ -J!,・ 

理事選 挙 15,000 

代 書 代 100,000 

負担 金支 出 916, 300 988, 2 70 ム 71,970 ｜孟｜際協力基金 lα）， 375 

J C I会費 74,800 

日本 JC会費 i臼〕，000

闘地区会費 43, 125 

ブロック会賞 305,000 

ASPA C支援金 27,500 

日本 JC機関紙 205,500 

慶 弔 費 350, 000 390, 000 ム 40,000 卒業生記念品 170,000 

袋賞 費 30,000 

慶弔費 150,000 

事務 委託 費 300, 000 300, 000 。商工会事務委託費
租 税 lj;-、 課 20, 000 20, 000 。役員変更登記
雑 費 l〔）0,000 100, 000 。

9.繰入 金支 出 463, 200 487, 200 ム 24,000 
繰入 金支 出 463, 200 487, 200 ム 24,000 事務所取得積立金 163,200 

30周年積立金 300,000 

10.予 備 費 100, 000 190, 000 ム 90,000 
予 。首 費 100, 000 190, 000 ム 90,000 

支 出 メ1-t 8, 153, 975 8, 906, 459 ム 752,484 

口。
つ中



1 9 9 2年度事務所取得積立金特別会計収支予算書

(1992年 1月1日より 1992年12月31日まで〉

（単位 ：円）

科 目 予 算 ’棋

収 入 の 部

繰 入 金 収 入 8, 9 9 5, 8 9 2 

当 期収 入合計 8, 9 9 5, 8 9 2 

前期繰越収支 差額
。

収 入 l仁Ll 5十 8, 9 9 5, 8 9 2 

II 支 出 の 部

助 成 金 支 出
。

当 期 支 出 合計
。

当 期収 支差額 8, 9 9 5, 8 9 2 

次期繰越収 支差 額 8, 9 9 5, 8 9 2 

ハU
J

円
／
】



1 9 9 2年度 30周年積立金特別会計収支予算書

(1992年 1月 1日より1992年12月31日まで）

（単位：円）

科 目 予 算 客員

収 入 。〉 部

繰 入 金 収 入 l, 1 1 7, 2 4 2 

当 期収 入 合 計 1, 1 1 7, 2 4 2 

前期繰越収 支差 額 。

収 入 メ口:,.. l, 1 1 7, 2 4 2 

II 支 出 の 部

助 成 ノ立L三 支 出 。

当 期支 出 合計 。
当 期収支 差 額 l, 1 1 7, 2 4 2 

ー一一一

次期繰越収 支差 額 l, 1 1 7, 2 4 2 

ハU
勺
、
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1 9 9 1年度事業報告書

長期ビジョン策定委員会 委員長 斎藤 宏

事業内容

l. 長期的視野に立ち， J Cとまち（地域）との関わりのビジョンを策定してし、く事を目指

し，その切り口として交通問題をとらえた 3回の例会と，葉山町との共同事業によるウォー

グラリーを｜剤催した。

2. 4月第 l例会は，モーター ジャーナリストの三本和彦氏を講師に招き， ドライバーから

見た様々な交通問題，地域性を考えたまちづくりや，その活動のありかた等につレて講演

していただいた。

3. 7月第 2例会は，湘南匡｜際村における葉山の近未来交通アクセスをテーマに，県庁職員

2名を招き，国際村関係と道路関係をそれぞれ講演していただいた。

4. 9月第 2例会は， 『1s t歩け歩こうラリー in はやま』を実施した。葉山町教育委員

会の主催，そして葉山町体育指導委員連絡協議会と共にこれを主管した。

5. 1 1月第 l例会は， 『地域社会と共にあるべき JCのビジョン』をテーマにテーブルディ

スカッションを行し、，現状の交通問題を再認識した後，それを切 り口とし，各テープノレで、

活発な討論をしてまとめ，発表を行った。

事業反省

我々委員会は， 4月， 7月に逗子葉山における，交通問題や近未来交通アグ セスをテーマ

にLた2回の講師例会を行った。その中で， 『JCと地域の関わりJを考える上で，各メン

ミーに対し，その意識の大切さをどれだけアピールできたかは疑問である。そして，その実

践といえるべき，行政と地域団体との共同で行ったウオークラリーは，イベントとしては成

功したが，メンバーの多くは，担当委員会の協力という，手伝い意識ではなかったのだろう

か？ 対外的な社会開発事業を行う事は，J CそのものをPRできる他に，メンバ一個々の

p Rも大切であり，そして何 より地域団体，地域住民をどの位巻き込んでいるかが重要な事

であり，その様にするべきであったと感じる。

申し送り事項

今後，J Cの地域にあるべきスタンスを考えると，社会開発事業は，単なる継続的な地域

協力ではなく ，地域を巻き込みながら共に考えたビジョンに向かつて，その体験や経験によ

る活動力や組織力をいかし，長期的そして主導的なやり方で，進めて欲しいと思います。

委員会開催日

1990年 10/3 10/11 10/19 10/26 11/2 11/13 11/23 12/20 
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199 1句：. 1/9 1/ 18 1/29 2/7 3/ 4 3/ 12 3/26 4/3 5/21 5/22 5/29 6/ 1 6/ 4 

6/18 7/1 7/11 7/15 8/2 8/9 8/29 9/5 9/9 9/13 9/16 9/20 9/22 

9/23 10/11 10/25 10/28 10/29 11/4 11/25 12/4 12/18 12/25 

計44同

会員拡大委員会 委員長 土方 周

事業内容

1. 20名の会員の拡大を目標に，青年会議所の会員拡大を計り， 9名の会員拡大を行なった。

l. 3月6日，葉山町福祉文化会館に，山本淳正OBをお招きし『 JCあれこれ』と甥、し，

会員拡大の為の例会を行なった。

l. 8月27日，元町会館に於いて第 l回新入会員オリエンテーションを行ない，新入会員に

J Cの組織，目的，活動の説明を行なった。

l. 12月3日，葉山町商工会館に羽山泰弘氏をお招きし『青年の道，企業も，家庭も，J C 

も』と題し，第 2回新入会員オリエンテーションを行なった。

l. 新入会員入会用ノミンフレットの作成を行なった。 C 1,000部）

事業反省

20名の会員拡大の目標を達成できなかった。 目標の設定方法，委員会の運営等，問題があ

ったと思う。

申し送り事項

会員の勧誘に行って，まず聞かれることは， 「JCに入ると，出ることが多いから，入会

はちょっと考えてしまう。」 とい う意見を聞きます。今，時代は，マイホームパノミが多くな

ってきています。 全国大会，アスパック，00周年に，動員されるのは困るが，まちづくり

運動をするなら良いという考えの人も多くなってきています。西村次年度日本JC会頭がお

っしゃるよ うなパート タイム青年会議所というのも会員拡大の一つの手段となると思います

ので，ぜひ，御検討下さし、。

委員会胡催日

1990年 10/2 10/12 10/20 10/26 11/5 11/14 11/22 11/30 12/6 12/14 

1991年 1/24 2/12 2/18 3/1 3/12 4/18 4/23 5/13 5/28 6/8 6/28 7/3 

7/23 8/6 9/16 9/24 10/1 10/17 10/23 11/1 11/15 11/28 12/4 

計33同
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ちょっと素敵な人づくり委員会 委員長 西尾忠幸

事業内容

l. 1月第一例会通常総会後賀詞交歓会は，逗子市長，葉山町長をはじめ，日頃お世話にな

っています行政や，諸団体の方々そしてOB同友会会長初めとするたくさんのOBにも御

出席を頂きまして，現従メンバーと秀里親を務長める事が出来た。

l. 2月第二例会公式訪問後の懇親会は， 1月同様逗子マリーナにおき まして，神奈川ブロ

ック役員並びに他20L0 Mよりの来訪者も多数おられ厳粛な公式訪問例会とは違いなこや

かに会員達とブロック役員の交流を務長めた。

l. 5月第一例会家族会例会は，オープン聞もないサンリオピユ ーロ ランドへ，大型バス 2台

を要する参加者 112名を数える。夢と希望の国でのロマン，今年も又一つ同じ思い出が出

来たのではと思し、ます。

8月第二例会第 2回通常総会後懇親会は，逗子マリーナのプールサイドへと舞台を移し

次年度理事長予定者の所信も誇らしげにOBと現役との親睦を深める口

l. 10月第一例会全国会員大会参加例会は，一年がかりでJC会館を予約し，又，六本木の

ショーパブにて白馬青年会議所と合同懇親会も大好評でした。

l. 11月第二例会会員旅行は，全員浴衣姿での例会セレモニ ーをはじめ仮装大会の様な大宴

会，卒業生と現役との変わらぬ友情を誓い合った。

l. 奥様会は，毎年直前理事長の主催で行われる。日影茶屋にて落語と食事。

l. 12月第二例会第三通常総会後懇親会卒業生を送る会は，名門日影茶屋におきまして，O

B同友会よりも多数こ臨席を賜り本年度卒業生と，現役との最後の宴席を企画，実行，真

心を込める大切さを知っていただけたと思います。

事 業反省

予定者の時点での計画があいまいだと最後まで尾をヲ＼＼，、てしまう。旅行先に魅力が無かっ

た事。 L0 Mの前に委員会内の親睦がまず一番。

申し送り事項

親睦無くして修練も，奉仕も，語れない。

起承転結の付けにくい所もあるが季節柄やこ時世を うまく取 り入れて，それに真心を込めれ

ば立派な例会がかならずできる。人の意見に乗る ！

委員会開催日

1990年 10/2 10/11 10/20 10/25 11/6 11/13 11/28 12/6 

199 1年 1/10 1/17 1/29 3/7 3/29 4/3 4/9 4/24 5/9 5/28 6/11 6/25 6/30 

6/30 7/18 7/27 8/14 8/31 9/9 9/27 10/17 10/29 11/9 11/17 12/4 

計32回
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研修スクール運営委員会 委員長 西崎 F年

事業内容

”あなた株式会社”あなたという商品を高く売ろう。

年間テーマ『潜在能力側発法』

私たちは，自分自身という 耐J市を製造し販売しているようなものです。そこで，自分

を 「あなた株式会社」 と設定し，いかにすれば ”あなた自身” という商品をより魅力ある

商品にでき るか，そして， 高く売ることができるかを，重要とおもわれる 5つの要素を取り

出して，半ljり易く実生活や仕事にも！直ぐ役立つ内容で企画実行する。

2. 2月第 1例会行動力

第 l回目の研修として 自分という商品を高く売るためには，どうしたらし、し、のか，どん

な生き方が素敵なのかを日本ーの講演実績の持ち主であるといっても過言ではない旧中真

澄先生を講師にお迎えしζ講演を戴いた。

；寅題 『志が道を拓く』

3. 4月第 2例会

”あなた株式会社”では，あなた自身としづ世界に一つしかない商品，｛向司件．顎：カ冶な商J

を白分を取り巻く回りは， どのように，評価しているのかを知ることも大切な情報と捉え

て見ました。雑学の分野を通して自分自身の新発見や自分自身の情報力の強化そして，仲

間を知ることを目的に行った。

《自分や仲間を知る＝情報力〉《逗子葉山JCネットワークの小冊子配布〉

4. 7月第 l例会

自分を売り込む。営業活動では，日常茶飯時使われている言葉です。物を売る世界はも

ちろんのこ と技術を売ったり，サービスを提供したりしている世界でも，よくつかわれて

います。しかし， どの世界でもなかなか大変なことです。そこで，今回の研修は女性とい

うすばらしい素材を通して，どの世界にも通用する ような自分の売り込み方を行った。

5. 9月第 l例会

最後の締めくくりとして，三好比呂己氏を講師にお迎えし，人生の成功者になるための

方法をご講演いただし、た。 人生の成功者とは， 自分の目標を達成した人のことを言うそう

です。私たちも目標をしっかりもって自分自身の潜在能力を磨いて，人生の成功者になろ

うではありませんか。

事業反省

色々な潜在能力について展開してみました。その一つ一つが，つながりがあるようで，な

いようにも感じました。 一つのこ とを掘り下げてみても良かったのでは， と思いました。

-34-



また9 例会のスタイルも従来の塑にとらわれずに，ちょっとだけチャレンジしてみました。

メンλーの記憶に何か残って くれていたら安員会としては幸せに思います。

申し送り事項

会員個人の能力開発だけにとどまらず jC活動を理解してもら う意味に於レて奥さんや従

業員の方，友人知人等なるべ くオープンな形で例会を行うと本当の意味で周 りから JCが理

解されてい くのではないでし ょうか。

委員会開催日

1990年 10/4 10/11 10/18 11/12 11/22 12/4 12/13 

1991 tr:- 1/9 1/22 2/7 2/21 3/ 12 3/20 3/26 4/3 4/ 11 4/ 13 5/ 10 6/ 4 

6/26 7/4 7/24 8/29 9/12 12/5 12/21 計26回

広報委員会 委員長 稲 守宏之

事業内容

予定 対内誌 10回 対外誌 2回 0 B合同例会 l回

実 態 対内誌 l月号， 2月号， 3月号， 4,5月号， 6,7月号， 8,9月号，10月号

11, 12月ぢ

対外誌未発行

0 B合同例会 l回

事 業 反省

発行予定日に発行できなかった。

予定回数に満たなかった。 （対内誌）

発行で、きなかった。 （対外誌、）

年令的話題に適した講師を呼んでの手造り例会は肝評であった。参加予定数以上のOBの出

席を得るこ とができた。

原稿依頼に御協力下さ った方々に感謝いたします。

申し送り事項

会員への有意義な情報，OBへは活動の報告を，又，影の愛の声を次年度に期待します。

委員会開催日

1990 1一二 9/25 9/29 10/4 10/11 10/13 10/23 10/30 11/6 11/13 11/27 12/4 

12/8 12/ 14 12/ 18 12/21 

199 1年 1/4 1/19 1/29 2/12 2/18 2/26 3/5 3/12 3/26 4/9 4/23 5/14 

5/28 6/4 6/17 6/18 6/19 7/9 7/23 8/10 8/13 9/10 10/8 10/22 

「
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10/28 11/12 11/26 12/3 計43恒l

総務委員会 委員長 店長純也

事業内容

l. 年 3回の通常総会及び卒業式担当（ 1月， 8月， 12月）

l. 神奈川ブロック協議会会長公式訪問例会担当

l. 出席率の発表及び新入会員入会式担当

l. 会員必携作成及び新入会員の名簿追加作成 ・管理

l. 総会資料及び総会議事録の作成

l. 社団法人としての事務的諸手続き

l. 理事会の準備・開催及び理事会議事録作成

1. 財務会計の管理及び会費の徴収

1. 倉庫の整理及び備品の管理

事業反省

当委員会の活動は社会的事業とは異なり，管理及び総会が主で，縁の下の力持ち的な存在

で，組織においても大変重要な役目をしております。年度当初委員会で掲げた毎回参加しや

すく， 又，分かり易く，みんなで作り上げる委員会づくりを目標に一年間行なってまいりま

した。この一年間を振り返って見ると，一人一人が何らかの形で達成出来たのではなレかと

確信しております。事業及び会計・会議等が円滑な運営のためにどの程度頁献出来たかとな

ると反省も多々あるかと思いますが，委員会メンバーが仕事の内容を分かつて戴けたことが

何よりも委員長冥利につきます。

申し送り事項

1 1月頃になると，次年度の予算書案の計上の時期にな りますが，今年は財務はしっかりし

ておりましたが，メンバーの会費徴収等に苦労致しま したので，次年度においては検討する

必要があるのではないでしょうか。又，次イ下度におし、ては会員の名簿のリストを是非作成し

て戴ければと思し、ます。最後になりますが， ] Cは単年度制ではあり ますが， しっかりした

財務管理及び運営を継続して戴けるよ うお願し、してま とめさせて頂き ます。本当にL0 Mの

三役，メ ンバーの皆様，こ協力ありがとう ございました。

委員会開催日

1990 f：ド 9/7 10/ 3 10/ 13 10/ 18 10/ 26 11/ 2 11 / 9 11/ 13 11/ 17 11 /19 11/ 30 

12/10 12/ 14 12/20 12/23 12/28 

199 1 f干 1/7 1/18 1/19 1/22 1/26 2/6 2/16 2/19 2/25 3/10 3/21 4/12 
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対 外交流委員会 委員長 吉田慎一

事業内容

l. 継続事業である葉山町ソフトボール大会を再検討し， 3月第 2例会で主管した。

その結果，継続事業を取りやめにする事とした。

2. ブロック会員大会を 6月第 2例会とし， 「神奈川は一つ」を合い言葉に集って来るブ ロ

ッグ内の他L0 Mとの交流を図った。

3. 10月第 2例会にてJ 3LO M合同例会を行った。本年は鎌倉が主管し，西村次年度会頭

予定者の講演を開催。

4. 12月第 l例会に交流JCとして白馬JCと全国大会の日に合同例会を開催。予定者の段

階から友好JCの締結先を幅広く ，色々な角度から検討し，友併JCの締結に至らなかっ

たが，白馬JCと交流が持てた。

事業反省

担当した事業がそれぞれ主旨 ・目的が異なり，委員会としては目標設定が難しかった。

中には検討不足の事業もあった様に感す’る。

申し送り事項

LO M全体で考えなければならない事は，委員会をベース として何らかの手段でL0 M全

体の意見を引き出すべきだと感ずる。

委員会開催日

1990年 10/8 10/24 11/1 11/6 11/13 12/26 

199 1年 1/9 1/14 2/6 2/12 2/18 2/24 2/26 3/4 3/9 3/22 4/1 4/15 4/22 

5/7 5/15 6/3 6/17 6/22 7/22 8/31 9/9 9/28 10/2 10/28 12/2 

計31回
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1 9 9 1年度収支決算 書

(19 91年 1月1日から 1991年12月31日まで〉

I 収入の部 （単位：円）

科 目 予 算 決 算 差 異 備 考

l.入 会金 収 入 400, 000 180, 000 220, 000 20,000× 9名

2.会 費 4又 入 6, 750, 200 6, 571, 900 178, 300 正会員会費収入 4,774,000 

〆ノ 特別会費収入 877,300 

新入会員会費収入 545，印O

特別会員終身会費 375,000 

3.助成金収入 150, 000 450, 000 ム 300,000 逗子ロータリーグラブ 100,000 

葉山 ，， 200,000 

同友 ヨ止三〉三 l日〕，000

4.寄 付 金 収 入 。 。 。
5.雑 収 入 300, 000 293, 939 6, 061 事業収益 ・祝儀等

6繰 入金収 入 。 。 。
当 期収入合計（A) 7, 600, 200 7, 495, 839 104, 361 

前期繰越収支差額 1, 306, 259 L 306, 259 。
収 入 メ口:,_ 言十 (B) 8, 906, 459 8, 802, 098 104, 361 

ハ叶
υ
円べ
U



E 支出の部 （単位；円）

科 目 予 算 決 算 差 異 備 考

l長期ビジョン策定事業費 670, 000 601, 041 68, 959 

講演会の開催費 270, 000 196, 410 73, 590 

イベン卜の開催費 350, 000 358, 867 ム8,867 

研修会の開催費 50, 000 45, 764 4, 236 

2.会員 拡大事業費 460, 000 344, 499 115, 501 

講演会の開催費 100, 000 52, 866 47, 134 

研修会の｜舟催費 200, 000 143, 233 56, 7 6 7 

会員拡大の実施費 160, 000 148, 400 11, 600 

ちょっと素く敵りな
3・ 人づ 事業費 630, 000 366, 396 263, 604 

親睦会の開催費 230, 000 167, 646 62, 354 

研修会の開催費 400, 000 198, 7 50 201, 250 

4.研修スクーノレ運営事業費 790, 000 7 38, 295 51, 705 

研修会，講演会の開催費 790, 000 7 38, 295 51, 705 

5広報事業費 630, 000 581, 811 48, 189 

機関紙の発行費 608,000 581, 811 26, 189 

0 Bとの合同事業 22, 000 。 22, 000 

地域商工業者との情報交換 。 。 0 

6.対外交流事業費 L 400, 000 1,351,311 48, 689 

青｜期少す年る協の育力成事業に 70, 000 78, 134 ム8,134 

大会への参加動員費 20, 000 5, 4-32 14, 568 

遠と隔の地合青同年事会業訴費庁 230, 000 115, 669 114, 331 

各種大会への助成金 610, 000 635, 000 ム25,000 

近と隣の青合年同事会議業所費 80, 000 56, 576 23, 424 

負担金支出 390, 000 460, 500 ム 70,500 

7管 E里 費 3, 649, 259 3, 757, 670 ム 108, 411 

Z乙工〉、 議 費 322, 800 196, 608 126,192 

旅費交通費 150, 000 150, 000 。
通信運搬費 1(〕0,000 106,017 ム6,017 

消耗什器備品費 20, 000 8, 961 11, 039 

消 耗 口lコ口 費 192, 000 253, 704 ム 61,704 
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手ヰ 目 子 算 決 算 差 異 備 者7 

印刷製本費 L 046, 189 1, 439, 497 ム 393,308 

負担金支出 988, 270 845, 625 142, 645 

慶 弔 費 390, 000 360, 000 30, 000 

事務委託費 300, 000 300, 000 。
雑 費 120, 000 82, 058 37, 942 

租 税 I]入＼ 課 20, 000 15, 200 4, 800 

8.助成金支出 。 。 。
9.繰 入金支出 487, 200 460, 800 26, 400 

1 o.予 備 費 190, 000 。 190, 000 
当期支出合計（C) 8, 906 459 8,201,823 704, 636 

当期収支差額（B) (C) 。 600, 275 ム600,275 
次期繰越収支差額 。 600, 275 ム 600,275 
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1 9 9 1年度 事務所取得積立金特別会計収支決算書

(19 91年 1月1日から19 9 1年12月31日まで〉

（単位：円）

科 目 決 算 額

収 入 の 剖i

繰 入 ~ 収 入 7, 8 4 0, 8 0 0 

戸X、， 取 来リ 息 5 2 5, 3 1 2 

当期収 入合計 8, 3 6 6, 1 1 2 

前期繰越収支差額 。
収 入 fコ::,.. 5十 8, 3 6 6, 1 1 2 

II 支 出 の 宮古

繰 入 金 支 出 。
当期支 出 合計 。
当尉収支差 額 8, 3 6 6, 1 1 2 

次期繰越収支 差 額 8, 3 6 6, 1 1 2 
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II 

1 9 9 1年度 30周年積立金特別会計収支決算書

C 199 1年 1月1日から 1991年12月31日まで）

（単位 ：円）

科 目 決 算 額

収 入 の 部

繰 入 金 収 入 7 5 L 8 8 6 

1ζ － 
取 利 ，息 2 L 9 4 2 

当 期収 入合 計 7 7 3, 8 2 8 

前期繰越収 支差 額 。
収 入 fコ~ 言十 7 7 3, 8 2 8 

支 出 の 部

繰 入 金 支 出 。
当 期 支 出 合 計 。
当 期収 支差 額 7 7 3, 8 2 8 

次期繰越収 支差 額 7 7 3, 8 2 8 



昨且 査 報 壬七
仁1

主目

私たち監事は、（出逗子葉山青年会議所定款第48条の定めに従い、（制逗子葉山青年

会議所の 1991年12月31日までの業務の執行及び会計の状況について、厳正なる監

査を行った結果、業務の執行は規約に準拠し、適切妥当に執行され、収支決算書総

括表、収支決算書、事務所取得積立金及び30周年積立金特別会計は収支状況並びに

財政状態が適正に表示されたものであることを認めます。

以上

199 1年 12月31日

社団法人逗子葉山青年会議所

監事 石井 守⑮

監事 加藤達雄⑮
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私達は賛助会員を求めています。

附 逗子葉山青年会議所賛助会員募集要項

1. 賛助会員の定義

(1) （泊逗子葉山青年会議所の趣旨に賛同し、その事業の発展を助成することを望む個人、

法人および団体は理事会の承認により賛助会員として入会することが出来ます。

但し、会費を納入しないときは退会とする。

(2) 会員資格は、当該年度限りの単年度制とする。

(3) 賛助会員を希望する者は、所定の申込書を埋事会に提出して下さし、0

2. 賛助会員の権利

賛助会員は、附逗子葉山青年会議所のあらゆる例会に、オブザーパーとして参加する

ことが出来る。

3. 本要項は、体卦豆子葉山青年会議所の定款に定める賛助会員に関する規定および運営細

則に矛盾しない。

本要項は、賛助会員の拡大とその運営を円滑ならしめる為の内規とし、賛助会員に

なろうとする者は、本要項に準じて附逗子葉山青年会議所の定める手続きを経ねば

なりませんO

4 手続き

賛助会員になろうとする個人、法人もしくは団体は（祖逗子葉山青年会議所の定める申

込書に記入し、理事会に提出しなければならなし、。そして、理事会の承認を受けた者は

当月末日迄に申込み口数に相当する金額を所定の口座に納めることによって、翌月より

正式に賛助会員となることが出来るO

尚、継続して賛助会員になろうとする者は、理事会の承認を得て、申込書の提出を省

略する事が出来る。

5. 会費及び振込口座

(ll年会費

(2) 振込先口座

1口 10,00 0円 C1口以上〉

逗子信用組合東逗子支店

当座 002016 

（油逗子葉山青年会議所

理事長 田中俊樹

r
h
u
 

A
位



拙逗子葉山青年会議所

賛助会員入会申込 書

（初逗子葉山青年会議所理事長 殿

私は、体：±｝逗子葉山青年会議所定款承認の上、賛助会員として入会を申込みます。

平成年月日

口数 口（ 円〉

所住

富E

氏名

又は

名称

書簡郵送先（連絡先〉

⑮ 

倫

哲一一口 約 主日

私儀、今般附逗子葉山青年会議所賛助会員として入会を承認された節は、

（出逗子葉山青年会議所の定款に定める賛助会員として規則を遵守することを

誓約致します。

平成 年 月 日

住所

？露

氏名 ⑮ 

又は

名称 ⑩ 
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賛助会員予定者名簿

No. I口数 ｜会社名及び氏名 住

1 I 1口 ｜秋山 至 ｜逗子市逗子5-5 -36 

2 I 1口 ｜岡阿部興業 ｜横浜市金沢区大川13-8 

3 I 1口 ｜大備建設工業側 ！逗子市沼間 3-8 -9 

4 I 1口 ｜附か ぎ 家 ｜三浦郡葉山町堀内 999

5 I 1口 ｜桐ケ谷 覚 ｜逗子市逗子 1-11-18 
｜ 胸キリガヤ内

6 I 1口 ｜剛弘 平谷商店 ｜横須賀市深田台73

7 I 1口 ｜附コ へ ヤ ｜三浦郡葉山町木古庭364

8 I 2口I（朝サンライズ ｜三浦郡葉山町木古庭1562-3

9 I 1口 ｜同総 人 ｜三浦郡葉山町一色559-11

10 I 1口 ｜岡東海企画 l逗子市沼間3-8-9

11 I 3口 ｜同日影茶屋 l三浦郡葉山町堀内 16

所

五十音順： l口10,000円

電話番号 ｜代表者氏名 i

1045引

!0468 一7吋高橋雄 三 l

i山干5-00151山本 淳正 ！
山一7山川 : 
0468-22-3350 l弘平谷正雄 ｜

山一78-7760：弘平 谷正治 （

山寸M 叫平 林 俊朗 ；

0468-76-2319：山田

0468【 73-6639j高橋雄

0468-71-5000 

12 I 1口 欄~o!jにトンョ ン ｜ 横浜市金沢区大川13- 8 

0468-75-8166 

達雄 ！

角田庄右衛門 ！

045-784-4448 ！長谷川信行 I

0468-36-0311 l山田達雄 l

1 9 9 2年 1月14日現在

13 I 1口｜（有）山田運送 ｜横須賀市森崎 1-16-5 
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社団法人逗子葉山青年会議所定款

第
ニDC.
与主 総 員リ

（名 称〉

第 1条 この法人は、社団法人逗子葉 山青年会議所 CZUSHI一HAYAMA

Junior Chamber Inc. 以下 「本会議所」という。 〉と称する 。

（事務所〉

第 2条 本会議所は、事務所を神奈川県逗子市沼間 1丁目 5番 1号に置く 。

（目的〉

第 3条 本会議所は、青年の英知と勇気と情熱を結集し、経済、社会、文化

及び政治に関する諸問題の研究並びに社会開発の積極的な推進を行うこと

により、地域経済社会の健全な発展を図り、もって明るい豊かな社会の実

現に寄与することを目的とする 。

（運営の原則〉

第 4条 本会議所は、特定の個人又は法人その他の団体の利益を目的として

その事業を行わない。

2 本会議所は、特定の政党又は政治団体のために活動しない。

〈事業）

第 5条 本会議所は、第 3条の目的を達成するために、次の事業を行う 。

C 1 ）経済、社会、文化、政治等に関する調査及び研究並びにその改善に資

する計画の立案及び実現を推進する 事業

C 2 ）社会開発の推進及び青少年問題に関する事業

C 3 ）指導力開発の知識及び教養の修得及び向上並びに能力の開発を利する

事業

C 4 ）社団法人日本青年会議所、国際青年会議所、国内国外の青年会議所及

びその他の諸国体と提携し、相互の理解と親善を推進する事業
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C 5 ）その他本会議所の目的達成に必要な事業

第 2 章 よ』
！工三五

口目（

（会員の種類〉

第 6条 本会議所の会員は、次の 3種とし、正会員をもって民法上の社員と

する。

C 1 ）正会員

C 2 ）特別会員

C 3 ）賛助会員

（会員の資格等〉

第 7条 会員の資格は、次 の各号に掲げる区分に従い、当該各号に掲げると

おりとする 。

C 1 ）正会員 逗子市又は葉山町に住所又は勤務先を有する満 20歳以上満

4 0歳未満の品格ある青年

C 2 ）特別会員 正会員であった者で、満 40歳を越えた者

C 3 ）賛助会員 本会議所の目的に賛同し、その発展を助成しようとする個

人又は法人

2 既に他の青年会議所の正会員である者は、本会議所の正会員となること

ができない。

3 第 1項第 1号の規定にかかわらず、事業年度途中で満 40歳に達した者

は、その事業年度内は、正会員とみなす。

（入会〉

第 8条 本会議所に入会を希望する者は、正会員 2名以上の推薦により別に

定める入会手続きを経て申し込み、理事会の承認を得なければならない。

（会員の権利〉

第 9条 正会員は、すべての事業に参加する権利を平等に有する 。

（会員の義務）
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第 10条 正会員は、 この定款に定めるもののほか、諸規程その他 の規則を遵

守し、本会議所の目的達成に必 要な義務を負う 。

（入会金及び会費〉

第 11条 正会員になろうとする者は、総会において定めるところにより 、入

会金を納入しなければならない。

2 正会員は、総会において定めるところにより、会費を納入しなければな

らない。

3 特別会員は、総会において定めるところにより 、終身会費 を納入しなけ

ればならない。

4 賛助会員は、総会において定めるところにより、年会費を納入しなけれ

ばならな い。

（休 会）

第 12条 正会員は、やむを得ぬ事由により長期間本会議所の活動に参加でき

ないときは、休会届 を理事長に提出し理事会の承認を得て休会することが

で きる 。

2 休会 中の会員は、正会員としての権利の行使を停止する 。

3 休会 中の会費は、免除しない。

（退会〉

第 13条 会員は、退会 しよ うとす るときは、退会届を理事長に提出しなけれ

ばならない。

2 会員が死亡し、 又は解散したときは、退会したものとみなす。

（除名〉

第 14条 会員が次の各号のいずれかに該当するときは、総会において正会員

の 3分の 2以上の同意により 、これを除名すること がで きる 。

C 1 ）本会議所の目的遂行に反する行為のあったとき。

C 2 ）本会議所の秩序を乱す行為のあったとき 。

C 3 ）会費を引き続き 12箇月以上納入しないとき 。

C 4 ）出席義務を履行しないとき 。
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C 5 ）本会議所の名誉を鼓損し、又は本会議所の設立の趣旨に反する行為を

したとき。

2 前項第 l号，第 2号又は第 5号の規定により除名しようとするときは、

除名の議決を行う総会において、その会員に弁明の機会を与えなければな

らない。

（拠出金品の不返宝〉

第15条 既に納入した入会金、会費その他の拠出金品は、返還しない。

第 3 章 役員及び職員

（役員の種別〉

第16条 本会議所に、次の役員を置く 。ただし、理事長、副理事長、専務理

事、室長理事及び理事をもって民法上の理事とする 。

C 1 ）理事長 l人

C 2 ）副理事長 3人

C 3 ）専務理事 1人

C 4 ）室長理事 3人

C 5 ）理事（理事長、副理事長、専務理事及び室長理事を含む。） 2 3人以

上 27人以内

C 6 ）監事 2人

C 7 ）直前理事長

C 8 ）特別理事 人

人

干
1

＋右

（役員の選任〉

第 17条 役員（直前理事長及び特別理事を除く 。〉 は、正会員のうちから総

会において選任する。

2 理事及び監事は、柑互に兼ねることができない。

3 直前理事長は、前年度の理事長たる正会員が就任する 。ただし、満 40 

歳で理事長の任期を終了した者は、その事業年度内は正会員とみなして直

前理事長に就任することができる 。

4 特別理事は、理事長を経験した正会員（直前理事長を除く 。）が就任す
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る。

（役員の職務〉

第18条 理事長は、本会議所を代表し、所務を総理する。

2 副理事長は、理事長を補佐して所務を掌理し、理事長があらかじめ理事

会の議決を経て定めた順序により、理事長に事故あるときはその職務を代

理し、理事長が欠けたときはその職務を行う 。

3 専務理事は 、理事長及び副理事長を補佐し、本会議所の常務を分掌す

る。

4 室長理事は、副理事長を補佐し、その担当する委員会の事業の運営を統

括する 。

5 理事（直前理事長及び特別理事を除く 。〉は、理事会を構成し、所務の

執行を決定する 。

6 監事は、民法第 59条の職務を行う 。

7 直前理事長及び特別理事は、理事長経験を生かし、所務について必要な

助言をする。

第19条 役員の任期は、毎年 1月 1日から同年 12月 31日までとする。た

だし、補欠として選任された役員の任期は前任者の残任期間とし、増員に

より選任された役員の任期は現任者の残任期間とする 。

2 役員は、再任されることができる。

3 役員は辞任し、又は任期が満了した場合においても、後任者が就任する

までは、その職務を行わなければならない。

（役員の解任〉

第20条 役員が次の各号のいずれかに該当するときは、総会において、会員

の 3分の 2以上の同意により、これを解任することができる 。

C 1 ）心身の故障のため、職務の執行に堪えられないと認められるとき。

C 2 ）職務上の義務違反その他役員としてふさわしくない行為があったと認

められるとき。

（事務局）
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第21条 本会議所の事務を処理するため、事務所の所在地に事務局を置く 。

2 事務局には、事務局長 1人を 置くことができる 。事務局長を置かなレ場

合は、総務委員長がこれを代行する。

3 事務局長は、理事会の議決を経て理事長が任命する 0

4 事務局長は、理事長の命を受け庶務を処理する 。

5 前各項のほか、事務局に関し必要な事項は、理事会で定める 。

第 4 章 総 メ〉
ヱミ

（総会の構成〉

第22条 総会は、正会員をもって構成する 。

（総会の種類〉

第23条 総会は、通常総会及び臨時総会とする 。

（総会の権能）

第24条 総会は、この定款に定めるもののほか、本会議所の運営に関し、 重

要な事項を議決する 。

（総会の開催〉

第25条 通常総会は、毎年 1月、 8月及び 12月に開催する 。

2 臨時総会は、次に掲げる場合に開催する 。

( 1 ）理事長が必要と認めたとき。

( 2 ）理事会が招集の必要を議決したとき。

( 3 ）正会員の 5分の l以上又は監事から会議の目的たる事項を示した書面

をもって招集の請求があったと き。

（総会の招集〉

第26条 総会は、理事長が招集する 。

2 理事長は、前条第 2項第 2号及び第 3号の規定による議決又は請求があ

ったときは、その議決又は請求があった日から 30日以内に総会を招集し

なければならない。
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3 総会を招集するには、正会員に対し、会議の目的たる 事項及びその内容

並びに日 時及び場所を 記載 した書面をもって 、開会の日の 10日前ま でに

通知しなければならない。

（総会の議長〉

第27条 総会の議長は、その総会において、出席正会員のうちから選任す

る。

（総会の定足数及び議決〉

第28条 総会は、正会員の過半数の出席により成立し、その議事は、この定

款に定めるもののほか、出席正会員の過半数の同意をも って決 し、可否同

数のときは、議長の決するところによる 。

（総会における書面表決等〉

第29条 やむを得ない理由のため、総会に出席することができない正会員

は、あらか じめ通知された事項について、 書面をもって表決し、又は他の

正会員を代理人として表決を委任することができる 。 この場合において、

前条及び第31条第 l項第 3号の規定の適用については、出席者とみなす。

（総会の議決事項の通知〉

第30条 理事長は、総会の終了後遅滞なく議決事項を正会員に書面をも って

通知しなければならない。

（総会の議事録）

第31条 総会の議事については、次の事項を記載した議事録を作成しなけれ

ばならない。

C 1 ）総会の日時及び場所

C 2 ）正会員の現在数

C 3 ）出席正会員数

C 4 ）議決事項

C 5 ）議事の経過の概要及びその結果

C 6 ）議事録署名人の選任に関する事項



2 議事録には、議長のほか、出席正会員のうちから、その総会において選

任された議事録署名人 2人以上が署名押印しなければならない。

第 5 章 理 事会

（理事会の構成、種類等〉

第32条 理事会は、理事をもって構成する 。

2 理事会は、定例理事会及び臨時理事会とする 。

3 監事、直前理事長及び特別理事は、理事会に出席し、意見を述べ ること

ができる 。

（理事会の権能）

第33条 理事会は、この定款に別に定めるもののほか、次の事項について議

決する 。

C 1 ）総会の議決した事項の執行に関すること 。

C 2 ）総会に付議すべき事項

C 3 ）その他総会の議決を要しない会務の執行に関する事項

（理事会の 開催〉

第34条 定例理事会は、毎月 1回以上開催する 。

2 臨時理事会は、次に掲げる場合に開催する 。

C 1 ）理事長が必要と認めたとき。

C 2 ）理事の 3分の l以上から、会議の目的たる 事項を示 した書面 で招集の

請求があったとき。

（理事会の招集）

第35条 理事会は、理事長が招集する 。

2 理事長は、前条第 2項第 2号の規定による請求があったときは、その請

求があった日から 14日以内に理事会を招集 しなければならない。

3 理事会を招集するには、理事に対し会議の目的たる事項及びその 内容並

びに日時及び場所を記載した書面をもって 、開会の日の 7日前 までに通知

しなければならない。
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（理事会の議長）

第36条 理事会の議長は、理事長がこれに 当たる 。

（理事会の定足数〉

第37条 理事会は、理事の 過半数 の出席がなければ開会すること がで きな

し、。

（理事会の議決）

第38条 理事会の議事は、出席理事の過半数の同意、をも って決 し、可否同数

のと きは、議長の決するところによる 。

（理事会の議事録〉

第39条 第 31条の規定は、理事会の議事録について準用する 。 この場合に

おいて、同条中 「総会Jとあ るのは 「理事会」と 、 「正会員Jとあるのは

「理事」 と、 「出席正会員数」 とあるのは 「出席理事の氏名Jと、 「出席

正会員のうち」とあるのは 「出席理事のうち」と読み替え るものとする 。

第 6 章 例会及び委員会

（例会の設置）

第40条 本会議所は、その目的達成に必要な事業活動の実施及び報告のため

に例会を設置する 。

（例会の構成及び運営〉

第41条 例会は、正会員をもって 構成する 。

2 例会は、毎月 1回以上開催する 。

3 例会の運営については、理事会で定める 。

（委員会の設置〉

第42条 本会議所は、その目的達成に必要な事項を調査し、研究し 、審議

し、又は実施するために委員会を設置する 。
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（委員会の構成及び委員の任命）

第43条 委員会は、委員長 1人、副委員長 1人又は 2人及び委員をもって構

成する 。

2 委員長及び副委員長は、理事の うちから理事長が理事会の承認を得て委

嘱する 。

3 委員は、正会員のうちから委員長が理事会の承認を得て任命する 。

4 正会員は、理事長、副理事長、専務理事、室長理事、監事、直前理事長

及び特別理事を除き全員がし、ずれかの委員会に所属しなければならない。

第 7 
二£己

与主 資産、事業計画等

（資産の構成〉

第44条 本会議所の資産は、次に掲げるものをもって構成する 。

C 1 ）財産目録に記載された財産

C 2 ）会費

C 3 ）入会金

C 4 ）寄付金品

C 5 ）事業に伴う 収入

C 6 ）資産から生ずる収入

C 7 ）その他の収入

（資産の管理〉

第45条 本会議所の資産は、理事長が管理し、その方法は、理事長が理事会

の議決を経て定める 。

（事業年度〉

第46条 本会議所の事業年度は、毎年 1月 1日に始まり、同年 12月 31日

に終わる 。

（事業計画及び収支予算〉

第47条 本会議所の事業計画及び収支予算は、毎事業年度ごとに理事長が作

成し、理事会の議決を経て、そ の年度開始前ま でに総会の承認を得なけれ
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ばならない。

（事業報告及び収支決算書類〉

第48条 本会議所の事業報告及び収支決算書類は、毎事業年度ごとに理事長

が作成し、監事の監査を経て、その年度終了後 1箇月以内に総会の承認を

得なければならない。

第 8 章 定款の変更及び解散

（定款の変更〉

第49条 この定款は、総会において正会員の 3分の 2以上の同意を得、かつ

主務官庁の認可を得なければ変更することができない。

（解散及び残余財産の処分）

第50条 本会議所は、民法第 68条第 l項第 2号から第 4号まで及び同条第

2項の規定により解散する 。

2 総会の議決に基づいて解散する場合は、正会員の 3分の 2以上の同意を

得、かつ、主務官庁の承認を得なければならない。

3 本会議所が解散するときに存する残余財産は、総会において正会員の 3

分の 2以上の同意を得、かつ、主務官庁の承認を得て、本会議所と類似の

目的をもっ法人に寄付する 。

第 9 章 雑 員リ

（委任）

第51条 この定款の施行について必要な事項は、理事長が理事会の議決を経

て別に定める 。

附則

本会議所の設立当初の役員は、第 16条及び第 17条の規定にかかわら

ず、思IJ紙役員名簿によるものとし、その任期は、第 19条の規定にかかわ
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らず、設立許可のあった 日か ら昭和 63年 12月 31日ま でとする 。

2 本会議所の設立当初の事業年度は、第 46条の規定にかかわらず、設立

許可のあった 日から昭和 63年 12月 31日ま でとする 。

3 本会議所の設立初年度の事業計画及び収支予算は、第 47条の規定にか

かわらず、設立総会の定めるところによる 。
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社団法人逗子葉山青年会議所運営規則

第
ニ己己

与主 総 則

（目的〉

第 1条 社団法人逗子葉山青年会議所（以下 「本会議所」 という 。〉運営

規則は、本会議所の運営 を円滑且つ活動を活発にし、目的事業を遂行す

る為に設ける 。

第 2 
ニt己
与主 会員資格

（仮入会〉

第 2条 新入会員の申し込みは、所定の申し込み書に会員 2名以上の推薦者

と共に連名の上、理事会に提出しなければならない。

2 理事会は、審議の上、仮入会を決定する 。

（入会〉

第 3条 仮入会 2箇月以内に連続 2回の例会に出席し、会員としての適格性

を理事会が認めた時入会を承認する 。

2 理事会において入会を承認された者は、その理事会後一箇月以内に定款

に定められた入会金及び会費を納入しなければならなし、。 納期までに納

入なき場合は自動的に入会の許可は取り消されたものとする 。また、会

員資格は、入会を承認された理事会の日をもって 取得する 。

（推薦者〉

第 4条 推薦者は、入会後 l年以上在籍し過去 1年間の例会出席率が 50 % 

以上の正会員とする 。

（退会〉

-61-



第 5条 退会しようとする会員は、退会の理由ならびに提出日を明記し署名

捺印した書面をもって提出しなければならない。

2 退会しようとする会員は、退会届けの日をもって会員の資格を失い、 会

員資格喪失の日までの会費は会計担当理事に納入しなければならない。

（除名〉

第 6条 会費納入義務を履行しない会員につし、て 、総会に議題として提出す

るためには、理事会において次の手続きを経なければならない。

C 1 ）会計担当理事は、定款に規定された会費を所定の期日までに納入しな

い会員氏名を納則直後の理事会に報告すると同時に会費納入の督促をし

なければならない。

C 2 ）前号の督促に拘らず会費を 納入しない会員に対して、理事長は理事会

にはかり、書面により納入期限を定めた督促と除名の警告を行わなけれ

ばならない。

C 3 ）前 C1 )C 2）の督促に拘らず会費納入なき会員は、特別の事情なき限

り理事会の決議を経たのち総会に除名の議題を提出する 。

2 理事会の承認を得た会費以外の金銭の納入義務については、この規定に

準ずる 。

（除名〉

第 7条 出席義務を履行しない会員について、総会に議題として 提出するた

めには、理事会において次の手続きを経なければならない。

C 1 ) 1年間を前、後期にわけ前期に例会出席率 50 %をわった会員に対し

て理事長は書面により出席の督促と除名の警告を行わなければならな

し、。

C 2 ）前 1号の督促に拘らず後期においても例会出席率 50 %をわった会員

は特別の事情が認められない限り、理事会の決議を経たのち総会に除名

の議題を提出する事ができる 。

C 3 ）前期に例会出席率 50 %以上の会員で、後期に例会出席率 50 %をわ

った会員に対して 、理事長は書面により出席の督促を行わなければなら

なし、。
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（休会〉

第 8条 下記の場合に該当するとき、会員は休会を申し出ることができる 。

( 1 ）国外に旅行又は駐在し、 3箇月以上の長期にわたって会員としての活

動を出来ないと思われるとき。

( 2 ）療養生活の為、 3箇月以上の長期にわたって 会員 としての活動を出来

ないと思われるとき。

( 3 ）その他やむをえざる事情で 3箇月以上の長期にわた って会員 としての

活動を出来ないと思われるとき。

（休会の手続き〉

第 9条 休会を希望する会員は、休会の理由なら びに期間を明記し、署名捺

印した書面をもって理事長に提出しなければならない。

2 休会屈 は、理事会におレて承認されることを要し、申出人はその翌日よ

り承認された期間休会中の会員となる 。

（休会中の会員〉

第10条 休会中の会員がその期限到来により、又は期限到来前に正会員に復

帰しようとする時は、理事長にその旨を文書をもって届け出なければなら

なし、。

2 休会中の会員が、期限の延長を希望する時は、その理白書を理事長に提

出し理事会の承認を得なければならない。

（特別会員〉

第 11条 年令制限に達した正会員は、自動的に特別会員になることが出来

るけ ただしその決定は有資格者の自由意志による 。

2 辞退を希望するものは理事長宛、辞退を届け出なければならない。

3 納入義務を履行しない時は、辞退の届けがあったものとする 。

（特別会員の退会〉

第12条 特別会員は、退会届を理事長に提出し、退会することができる 。た

だし、この場合既納の会費は返納しなし、。
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（特別会只の権利）

第13条 特別会員は、役員その他の選挙権、被選挙権及びすべての l議決椛を

有しなし、0

2 特別会員は、理事会を除く本会議所の会合および行事に出席し、意見を

述べることができる 。ただし即 J＼：会の諮問がある i弘合に｜浪り理事会におい

て意見をのべることが で きる 。

3 特別会員が、本条第 2項の会合及び行事に出席する場合、必要な限りに

おいて実費を徴収する 。

（賛助会員）

第 14条 本会議所の趣旨に賛同し、その事業の発展を助成することを明む伺

人、法人および団体は理事会の承認により賛助会員として入会することが

で きる 。ただし、会費を納入しない時は退会とする 。

2 会員資格は、当該年度限りとする 。

3 賛助会員を希望する者は、所定の 巾込書を理事会に提出す る。

（賛助会民の権利）

第 15条 賛助会主4は、本会議所のあらゆる例会にオブザ、ーバーとして参加l

できる 。 ただし 一切 の表決権お よび被選挙権ならびに選挙村正を有し なし、。

第 3 
二込~・－
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ノlし
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（理事長〉

第16条 理事長は、定款に定められた任務の他に次の職務を有する 。

C 1 ）本会議所を代表して白木青年会 l議所総会、関東地ゃく協議会、神祭川ブ

ロック協議会、全国 会 i＝！ 大 会、関東地 ，~~会 H 大会、ネI宇公 川 ブロック会 日

大会および JC I国際会 l議に出）市する 。

C 2 ）本会議所を代表して関係行政機関その他 t渚団体に対する折衝にあた

る。

C 3 ）その他本会議所の参加する公的会議もしくは行＇ hに代表となる 。

（副理事長〉
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第17条 副理事長は、理事長が理事会の承認を得て理事の中より委嘱する 。

副理事長は、定款に定められた任務の他に次の職務を有する 。

C 1 ）その担当する室又は委員会、各種 会議に出席し、事業計画について積

極 1'1句に意見を述べると共に、室長理事および委員長と協力してその実施

を強力に推進しなければならない。

（専務理事）

第 18条 専務理事は、理事長および副盟事長と連絡を密にして、常に意見の

調整と統ー をし、本会議所の運？主；ならびに対外的な活動のため一 体となっ

て努力する 。

（室長理事〉

第 19条 宰長理事は、 定款に定められた任務の他 に、 各々分掌の委員会を統

轄して、活発な活動をはかり、各委 員会 の連絡調整をはかる 。

（昭事〉

第 20条 理事は、理事会運営の他に、役員と しての自覚をもって、本会議所

の目 的達成のために事業を企画検討実施 し、 日．つその成果を確認 し、 一般

会民の範となるべき行動をとらなければならない。

（監’Jf.)

第21条 監事は、定款に定める ｛千：務の他 に、本会議所の諸会議ならびに事業

に参加し、 その 内界をd'Yffl!Jし、品 1／干す る。

c u:i；前Jljl_・Ji:長 、日二日IJJ'I＇.’J ・i ) 

第22条 1U "!]if J1!1 ・］＼：：長ならびにlY1JIJ J'I'. ・Ji:は、Ji！＇.すit去の良き tli＇淡相子となり 、J'I'

・]i:会ならびに名称会 l議に出nitして必見をのべる 。

江~ 4 
、ιr
111 役ll jぎれのJJW

( Ji！＇.・Ji:選 挙竹J'I＇.安 川会）

第23条 r AL'.，；次第 17条 IvこJI七く Jlj¥’J＼：のj虫学を ｛i＼’Ji！＇.執行寸るため JI！＇.・］＼：選〉手 ：n;JII'. 
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委員会（以下 「選挙管理委員会」 と称する）を設ける 。 この委員会の定員

は 5名とし、毎年 4月末日迄に理事会の承認を得て、理事長が正会員の中

より委嘱する 。

（理事選挙管理委員長〉

第24条 選挙管理委員会は、互選により l名の委員長を定める 。委員長は、

委員会の会務を統轄し、委員会を代表して理事会に出席し、選挙に関する

方法、事務等を提案 し、 承認を受けなければならない。

（理事選挙管理委員の任期）

第25条 理事選挙管理委員の任期は、指名をうけてより 選挙に関する事務処

理を終り、理事長に報告書を提出し、総会において承認を受けたのち終わ

る。

（選挙権および被選挙権）

第26条 被選挙人名簿惟定の日（選挙管理委員が指名された日〉に於ける正

会員は、総て選挙権を有する。被選挙権は、役員として就任すべき任期中

正会員として在会する者のみ有するものとする 。但し、直前理事長、特別

理事に就任する予定のものは、被選挙権を有しない。

（投票〉

第27条 投票は、 「運営規則第24条」に定めるところにより、選挙管理委員

会所定の用紙を用い毎年 6月に行う事を原則とする 。投票は、無記名によ

り行うものとする 。

（開 票〉

第28条 開票は、即日 行レ理事長がこれに立ち会う 。

（無票〉

第29条 本規則および選挙管理委員会が定める方法によらない一切 の投票は

無効とする 。

2 委任状は、無票 とする 。
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（当選人〉

第30条 当選人は、次に定める事項により決定する 。

C 1 ）得票数の多い順に当選する 。

C 2 ）得票同数の場合は、本会議所入会順位とする 。

C 3 ）得票同数にして入会順位同ーの場合は、年長順とする 。

（当選告示及び選挙記録〉

第31条 選挙管理委員長は、選挙に関する 一切の書類を整理し、理事長に提

出するとともに、当選人名簿を、投票 日の翌日に告示するとともに直後の

理事会において報告しなければならない。

（指名理事〉

第32条 「運営規則第30条」により選出した理事の外に、定款に定める理事

数の範囲内で次年度理事長は、これを指名することが出来る 。

（次年度理事長選考）

第33条 次年度理事長は、 「運営規則第30条」の当選人の中から互選によ り

選出する 。 また、その氏名を直後の理事会に報告しなければならない。

（その他の役員の選任〉

第34条 次年度理事長は、通常総会において承認された日から、 20日以内

に副理事長、専務理事、室長理事、監事を指名し、その直後の理事会にお

いて報告しなければならない。

第 5 章 例会、理事会、委員会

（例 会〉

第35条 例会は、原則として毎月 2回第 l、第 3、水曜日に逗子市及び葉山

町の定められた場所で行う 。ただし、 日時場所を理事会の承認を経て変更

することが出来る 。

（例会の運営）
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第36条 例会は、本会議所の事業活動の基本となるものとし、正会員は例会

の意義を自覚 し、出席しなければならない。

（理事会〉

第37条 理事会は、原則として毎月 l回第 2水曜日に定められた場所 で行

う。

2 理事会は、定款に定め られた他、本会議所運営規則、その他の規定、細

則の設定、変更及び廃止について審議決定する 。

3 理事会は、例会を本会議所の最も有意義な事業活動とするため、その内

容を l回以上の協議を経て 1回以上の審議をしなければならない。

（委員会〉

第38条 本会議所は、事業達成のために次にあげ る室の 下に若干数の委員会

を設置することが出来る 。

C 1 ）総務室

本会議所の対内的、対外的な活動及び運営を円滑に行なえるよ う総括的

職務をとり行なう 。

C 2 ）会員開発室

地域経済の活動促進ならびに会員の指導力の開発に関する事業の研究、

立案、実施を推進し、また、 会員相互の親睦ならびに他団体との交流、

交歓を推進する 。

C 3 ）社会開発室

地域社会における社会開発の推進及び青少年問題に関する 事業の研究、

立案、実施を推進す る。

（委員会の召集〉

第39条 委員長は、原則として毎月 l回以上委員会を召集する 。

（委員会の報告〉

第40条 委員会を開催した場合は、その報告書を作成し、すみやかに総務委

員会に提出する 。

2 委員会活動上必要と思われる 事項があった時は、例会において発表する
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事が出来る 。

（部会〉

第41条 本会議所は、会員の修練、親睦、教養、健康の増進を計るために部

会〈クラブ〉を理事会の承認を経ておくことが出来る 。

2 本会議所は、部会に対して援助することが出来る 。

第 6 章 事務局

（事務局〉

第42条 本会議所は、 「定款第21条」に定めるところにより事務局を設置す

る。

（議事録〉

第43条 総会および理事会の議事録は、総務委員会がこれを作成し、事務局

に備え付けるものとする 。

（整理、保存〉

第44条 事務局は、事業年度毎に次の分類に従い文書等を整理、保存しなけ

ればならない。

C 1 ）本会議所の定款ならびに諸規定 永久保存

C 2 ）総会および理事会の議事録 永久保存

C 3 ）本会議所内部の文書 1年保存

C 4 ) （社）日本青年会議所および他青年会議所関係の文書綴 l年保存

C 5 ）本会議所会報綴 永久保存

( 6 ）受発信簿 l年保存

C 7 ）前項に属さなし、文書 1年保存

（備品台帳）

第45条 事務局長または総務委員長は、備品台帳を整備し、出入を記載し備

品を完全に管理しなければならない。
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第 7 章

（会計担当理事）

よ』
3三三

第46条 本会議所の会計及び資産管理は、理事会の承認を得て理事長に委嘱

された理事（以下会計担当理事とい う）がこれに当る 。ただし、会計担当

理事は、 ［定款第16条」に定めるところによる理事の中から選任されなけ

ればならない。

（出納〉

第47条 金銭の出納及び会計帳簿の記録作成は、会計担当理事の責任に於て

行う 。

（会計帳簿〉

第48条 本会議所は、次の会計帳簿を備えるものとする 。

( 1 ）総勘定元帳

( 2 ）現金預金出納帳

( 3 ）会費徴収簿

( 4 ）貸借対照表

( 5 ）収支決算書

( 6 ）事業報告書

( 7 ）監査報告書

( 8 ）財産目録

( 9 ）入金伝票

(10）出金伝票

Cl 1）振替伝票

（取引銀行〉

第49条 本会議所の取引銀行は、理事会に於て定める。

（受領の処理〉

第50条 会計担当理事が、会費その他本会議所に帰すべき金銭を受領した場

合は速やかに取引銀行の預金口座に預け入れるものとする 。

-70-



2 金銭の受領に際しては、所定の領収書を発行する。

（支払い〉

第51条 支払いは、原則として小切手による 。但し、少額の支払いはこの限

りでなし、。

（証態、の管理〉

第52条 支払し、に際して受領した領収書等は、日 付JI買に綴り会計担当理事が

保管し 、支払いを立証する証愚類を受け取る事が不可能な事情にある場合

は、伝票に関係者が要項を記入し署名又は捺印しなければならない。

（事業費支払い請求〉

第53条 各委員長又は室長理事は、予算の範囲内で会計担当理事に対し、事

莱費の支払いを請求する権限を有する。但し、請求は書面を以つてなし理

事長又は副理事長の署名又は捺印を得なければならない。

（入会金及び会費〉

第54条 正会員の入会金及び会費は、次の各号による 。

C 1 ）会費 月額 7 0 0 0円

C 2 ）特別会費 年額 1 5 4 0 0円

C 3 ）入会金 2 0 0 0 0円

2 特別会員の会費は、定款に定める終身会費とする 。

C 1 ）終身会費 5 0 0 0 0円

3 賛助会員の会費は、定款に定める賛助会費と する 。

C 1 ）年会費 1口 1 0 0 0 0円 C 1口以上〉

（会費の徴収）

第55条 会費は、毎年 4期に分けてこれを徴収する 。第 i期は 1月末日 、第

2期は 4月末日、第 3期は 7月末日、第 4期は 10月末日迄に納入しなけ

ればならなし、。入会する会員に対しては入会の際これを徴収する 。

2 納付期を経過した会費は、退会の申し 出があった場合においてもその徴

収を免除しなし、。又退会者の会費は払戻さない。



3 特別会員 の会費は、 半額を正会員の資格を失った年度内に、残り半額を

翌年支払うものとする 。

4 賛助会員会費は、賛助会 員が入会を承認された理事会後すみやかに納入

しなければならない。

第 8 章 府、 務

（慶弔給付）

第56条 会員の慶弔に関しては、次の基準により慶弔金又は相当の品物を贈

る。

C 1 ）正会員の結婚 2 0 0 0 0円

C 2 ）正会員の死亡 花輪代及び 30 0 0 0円

C 3 ）正会員の配偶者の死亡 花輪代及び 10 0 0 0円

C 4 ）正会員の両親及び子女の死亡 花輪代及び 1 0 0 0 0円

C 5 ）正会員及び配偶者の出産〈入会後第一子にかぎる〉 1 0 0 0 0円

C 6 ）正会員及び配偶者の病気見舞 C2 o日以上の入院加療を要すると認定

されるもの〉

C 7 ）特別会員の死亡

C 8 ）特別会員の配偶者の死亡

C 9 ）特別会員の両親の死亡

C 10）正会員を卒業する時

C 11）理事長の任期を終了 した時

(12）副理事長の任期を終了した時

(13）以上のほか必要と認めた時正副理事長の協議によりこれを認定し理事

花輪代及び

花輪代及び

1 0 0 0 0円

2 0 0 0 0円

花輪代及び

円

円

ハU

ハU

ハU

ハU

ハU

ハU

ハu

n

U

唱
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会に報告する 。

2 金額その他の事項については、理事会において決定する 。

（災害見舞い）

第57条 会員が著しい災害にかかった時は、理事会の承認を得て見舞金を贈

る。

（給付の適用）
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第58条 「運営規則第56条第 l項第13号及び第57条」については、正会員に

適用する 0

2 正会員以外の会員、事務局員、他の青年会議所及び会員以外の個人に関

しては、理事長が必要と認めた時、理事会の承認を得て決定する 。

（慶弔担当）

第59条 慶弔担当は総務委員長がこれに当り、会員より報告を受け、他の会

員に連絡を しなければならない。

（交際費〉

第60条 本会議所が関係諸団体との交際に要する費用に関しては、予算額の

範囲内において理事会の承認を得て、会計担当理事より支出することが出

来る 。

（旅費）

第61条 本会議所の庶務をもって、理事会より依頼もしくは承認を受けて出

張した場合は、予算の範囲内で次に定める額を支給する。

( 1 ）関東地区内（これに準ずる地方を含む〉は往復運賃

C 2 ）関東地区以外の地区会員大会、全国会員大会、認証式および各種会議

に出席する場合は、参加者数を考慮、し総額 10 0 0 0円を限度として支

給する 。

( 3 ）本規定に該当せざる出張については理事会において決定する 。

本規定は、設立許可のあった日から、効力を発する 。
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1 9 8 8年 8月 17日 定款第35条第 2項を改正

1 1月 9日 運営規則第 2条第 3項を削除

第 3条第 2項を改正

1 9 9 0年 6月 13日 ／／ 第15条を改正

1 9 9 1年 1月 1日 定款第 1条を改正

運営規則第 l条を改正

第37条第 3項を改正

A
斗
A

ワ
t
a




	田中歯科クリニック様0149
	田中歯科クリニック様0153
	田中歯科クリニック様0154
	田中歯科クリニック様0155
	田中歯科クリニック様0156a
	田中歯科クリニック様0157
	田中歯科クリニック様0158
	田中歯科クリニック様0159
	田中歯科クリニック様0160
	田中歯科クリニック様0161
	田中歯科クリニック様0162
	田中歯科クリニック様0163
	田中歯科クリニック様0164
	田中歯科クリニック様0165
	田中歯科クリニック様0166
	田中歯科クリニック様0167
	田中歯科クリニック様0168
	田中歯科クリニック様0169
	田中歯科クリニック様0170
	田中歯科クリニック様0171
	田中歯科クリニック様0172
	田中歯科クリニック様0173a
	田中歯科クリニック様0174
	田中歯科クリニック様0175
	田中歯科クリニック様0176
	田中歯科クリニック様0177
	田中歯科クリニック様0178
	田中歯科クリニック様0179
	田中歯科クリニック様0182
	田中歯科クリニック様0183a
	田中歯科クリニック様0184
	田中歯科クリニック様0185
	田中歯科クリニック様0186
	田中歯科クリニック様0187a
	田中歯科クリニック様0188
	田中歯科クリニック様0189
	田中歯科クリニック様0190
	田中歯科クリニック様0191
	田中歯科クリニック様0192
	田中歯科クリニック様0193
	田中歯科クリニック様0194
	田中歯科クリニック様0195a
	田中歯科クリニック様0196
	田中歯科クリニック様0197
	田中歯科クリニック様0198
	田中歯科クリニック様0199
	田中歯科クリニック様0200
	田中歯科クリニック様0201
	田中歯科クリニック様0202
	田中歯科クリニック様0203
	田中歯科クリニック様0204
	田中歯科クリニック様0205
	田中歯科クリニック様0206
	田中歯科クリニック様0207
	田中歯科クリニック様0208
	田中歯科クリニック様0209
	田中歯科クリニック様0210
	田中歯科クリニック様0211
	田中歯科クリニック様0212
	田中歯科クリニック様0213
	田中歯科クリニック様0214
	田中歯科クリニック様0215
	田中歯科クリニック様0216
	田中歯科クリニック様0217
	田中歯科クリニック様0218
	田中歯科クリニック様0219
	田中歯科クリニック様0220
	田中歯科クリニック様0221
	田中歯科クリニック様0222
	田中歯科クリニック様0223
	田中歯科クリニック様0224
	田中歯科クリニック様0225
	田中歯科クリニック様0226
	田中歯科クリニック様0227
	田中歯科クリニック様0228
	田中歯科クリニック様0229
	田中歯科クリニック様0230
	田中歯科クリニック様0231
	田中歯科クリニック様0232
	田中歯科クリニック様0233
	田中歯科クリニック様0234
	田中歯科クリニック様0999



